Panasonic 



◎ @ (o © ◎ ©) 


□ □□n 

□□□u 

□ □□□ 
□□□ 

@ 


取扱説明書 

AV コント□-ルアンプ 


品ま SA - BX 500 
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Vl^rA UnK 


このたびは、パナソニック裂品をお買い上げいただを、まことにありびと5ございます。 


保証書別添付 


• 取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

♦ご使用前に r を全上のごを意」い已 2、 已 3 ぺージ）を必ずお読みください。 

♦保証書は「お買い上げ曰-販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書ととちに大切に保管してください。 
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ホームシアターが 簡単に楽しめる! 


今までは • 


何本ちの 
ケーブルが必要 


今までは • 


スピーカー ごとに 
手動で設定 


U 

ン 

ク 

D 

M 




SA - BX 已〇〇では!! 




DOO 



HDM I ケーブル2本と 
光デジタルケーブル 
1本で簡単接続！ 

い10、11ぺージ） 


※他の接続ちでをま 
す。 


SA - BX 已00では!！ 


自動スピーカー設定で、 
簡単にスピーカー設定 
がでをる！ 

い22、23ぺージ） 



ビエラリンク （ HDMI ) 巧応のテレビ（ビエラ）とレコーダー(デイーガ）を接続すると… 


複数の操作が必要だったホームシアター 



ワンタッチ操作でホームシアターが楽しめる！ （^30、31ぺージ） 



2 


接続したすべてのスピーカーか S 音を出そ5!! 


f 1 

si 

3 

4 ^ 

テレビをサラウンドで 
楽しむにはどラした5 
いいのかな。 

接続も設定ち 

テレビは2チヤンネルの 
ステレオ音声だか5、 

フ□ントスピーカーから 
しか音び出ないんだ。 

潑 

末化の1 1や 

リモコンの脚 Saif 輪 
を押すとサラウンドに 
なるんだつて。 

い 26、27ページ） 

やった！！ 

テレビをサラウンド音声で 
楽しめるね。 
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一時のに音を消ず . 

情報を表示させる . 

ビエラリンク ( HDMI ) を使う . 

ホームシアターをワンタッチ操作で楽しむ . 

ヴウンドメニューを使う . 

スピーカーのレベルを調整ずる . 

低域の調舊をずる . 

高域の調壁をずる . 

音量バランスの調舊をずる . 

二重音声を切り換える . 

か音量でち聞をやず<する . 

ウィスパーモードサラウンドを使用ずる . 

アンプの設定をずる . 

a 本操作 . 

表示部の0月るさを調整する . 

おやずみタイマーを使用ずる . 

スピーカーの有無とサイズを設定ずる . 

距離の設定をずる . 

ほ域フィルターの設定をずる . 

自動スピーカー設定を変更ずる . 

購入時のか悲 I し民す . 

極性を自動補正しない設定にする . 

設定された周波数特性の高域を補正する . 

バイワイヤー接続の設定をずる . 

スピーカーのインピーダンス設定をずる . 

入力端子の割り当てを変更ずる . 

サラウンドスピーカーの設置位置を設定ずる . 

ワイヤレススピーカーの設定をずる . 

入力信号の判別ちまを切り換える . 

外部入力端子に接続した機器の音量を大さくずる..., 
本機の電源「切」時の消費電力を下げる（省待機電カモード）., 

ビエラリンク （ HDMI ) を使わない設定にずる . 

アッテネーターを切り換える . 

音声を遅 S せて映像とのズレを補正ずる . 

音量値の表示を数値に変更ずる . 

購入時の状態（初期設定）に戻ず （ RESET 機能）., 

へッドホンを使ラ . 

録日*録画 . . 

リモコンでテレビや DVD レコーダーなどを操作ずる 

テレビを操作ずる . 

ケーブルテレビを操作ずる . 

2つ!•ソ上の当社製機器（ミニコンや AV アンプなど） 

をお使いの場合 . 

ブルーレイディスク / DVD レコーダーを操作ずる..., 
ブルーレイディスク / DVD プレーヤーを操作ずる..., 
リモコンコードを入力して他の機器を操作ずる ........ 

ラジオを聞< . 

放送局を記憶させて聞く . 

自動で記憶させる（オートメモ U -). 

手動で記憶させる（マニュアルメモ U -). 

メモ1」一した放送局を聞< . 

周波数を合わせて放送局を還ぶ . 

ラジオ受信中に雑音びをいとを . 


テレビや DVD などをサラウンド音声で聞く 

ドルビー プロ ロジック ネオ 

Dolby Pro Logic nx / NE 0:6/ 

サウンドフイールドコントロール 

SFC (Sound hield Control ). 

リモコンで操作する音質-音場効果 . 

Dolby Pro Logic nx の" MUS 忙"をさ S に調整ずる 
NEO : 色の — MUS に’’ をさ5に調舊ずる 

便利 a 機能 . 

スピーカーの 音量調整をずる . 


ホーム シア ターび 簡単に楽しめる 

付 fenn . 

を部のはたらを . 


ご参考 

その他の情報 . 46 

用語解説 . 48 

仕様 . 49 

こんな表示び出た5 . 49 

故障かな!？ . 已〇 

Q&A (よくあるご質問） . 已1 

お手入れ . 已1 

保註とアフターヴービス（よくお読みください） .... 已4 
さ < いん . 裏表紙 
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準備 

接続する . 14 

基本の接続 . 14 

HDMI 端子のある機器を接続する . 14 

映豫-音声端子に接続する （ HDMI 端子のない機器を接続する）.. . 1已 

S 映像-音声端子に接続ずる . 16 

D 端テ（コンポーネント端子）-音声端テに接続ずる.. . 17 
その他の接続 . 18 

アナ□グ音声を楽しむ . 18 

高音質なアナ□グ音声を楽しむ（アナ□グ 8CH 接続） ...... 18 

CD プレーヤーを接続する . 18 

録音や録画をする場合の接続 . 19 

ビデオカメラなどを接続する . 19 

その他のスピーカーの接続 . 20 

バイワイヤー対応のスピーカーを接続する . 20 

吕組目のフ□ントスピーカー(スピーカ ーB) を接続する... .20 

SH-FX70 を使巧する . 21 

ラジオのアンテナを接続ずる . 21 

測定マイクを使って自動的にスピーカー設定をずる ..... 22 

楽しむ 

再生する . 24 

基本の再生 . 24 

SH - FX 70 でサラウンドスピーカーなどをワイヤレスにずる.. .2 已 
SH-FX70 を2台使用して、 7. 1チャンネル再生をする.…2已 
ワイヤレスのスピーカーを別の部屋などで使用する.…2已 

スピーカ ー B を使ラ . 2已 

アナ□グ 8 CH 接続した場合の再生 . 2已 

テレビのスピーカーだけで楽しむ . 2已 

7.1 チヤンネルバーチャルサラウンド再生を楽しむ ........ 2已 

お巧みで 


を <じ 


r 安を上のごま意 J をがずお読み 

<ださい。 己2、已3ぺージ） 


まず 


スピーカーを 設置す る . 7 

スピーカーを 接続ずる . 8 

HDMI ケーブルでテレビ、ブルーレイディスク/ 
DVD レコーダーを 接続する . 10 

DVD やテレビを見る . 12 


かんたんガイ 


99 012223333344已已己己6目目目目目67777788888 8 99 〇〇〇 012344444已已 
OJ ぶ33 333330:133み333333吕333330:|3333333 3 33 444 44444444444 


6 6 8 8 8 9 9 

2 ぶ2ぶぶ2ぶ 
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安を上の 
ごを意 


かんたん 
ガイド 


まず 準備 楽しむお好みでご参考 



















































































































付属品 


付属品を確認してくださし、。 



参参む尴159参 ♦ 

• 付属品の買い替えは、お買い上げの販売店にご相談ください。 
•かっこ【】内は、買い替え時の品番です。 

(品番は2008年己月現在のちのです。品まは変更さ 
れることびあ0ます。） 

•電源コードは、本機専用ですので、他の機器には使用しないで<ださ 
し)。また、他の機器の電源コードを本機に使用しないでください。 

• 包装ネオ料などは商品を取り出したあと、適切に処理をし 
て < ださい。 


付属品は販売店でお買いホめいただけます。 
パナソニックグループの シヨ ッピングサイト「パナ 
センス」でお買いホめいただけるちのちあります。 
詳しくは「パナセンス」のサイトをご覧ください。 


Pana^ense 


http://www.sense.panasonic.co.jp 



電源コード （1 本）測定マイクり]) FM 圈易型アンテナ （1 本） AM ル-フアンテナり本） 

[K2CA2CB00002] 【 1_0 じ 8& 册 0012 引 【 RSA0007 】 [N1 DAAAA 000021 


□ □ 


§)) 

フロント綱力/(-(口）リモコン用乾電池 
[ RGK 2137- K ] 椎3あ： 2〕） 


□ 



U モコン （1 コ） 

[ N 2 QAKB 00 00711 


各部のはた S を 


本巧 


マルチチヤンネル LPCM フォーマツ- 
卜を再生しているとさに点な 

ブルーレイディスクなどの高音質フォー 
マツトを再生しているときに点な 


バイアンプび働いているときに点ない47ぺージ) 


サラウンド再生の入/切（サラウンド再生になつている 
場合は、ランプが点なしまず。）27ぺージ） 


マルチチヤンネル再生になつている 
下のよラなときに点な 

• マルチチヤンネルソースを再生し 
てし)るとを 

• 2チヤンネルソースなどに音質•音 
場効果を使用しているとを 


電源コ ー I 
点な 


電源の入切 


へッドホンを接続39ぺージ) 
測定マイクを接続 （^22 ページ) 


ビデオカメラなどを接続19ぺージ) 



ワイヤレスシステム （ SH - FX 70) を使用でさるを件の 
とさに点む 

入カソースの切り換 
えい13、24、39 
ぺージ） 

音量を調整 
い13、24、39 
ぺージ） 

放送局を還ぶ 
4已ぺージ） 

巧期設定の操作 
(■^ 34ぺージ） 

自動スピーカー設定機能を働かせた 
ときに点な （^22 ぺージ） 


フ□ントスピーカーの還択 
(-»22、24、2已ぺージ） 


4 


表示部 


2チヤンネル5ックスが働いてい 
るときに点口（•^ 2已、39、47 
ぺージ） 


ラジオ表示 


単位表示 


r - おやずみタイマーを使用しているとをに点な （^3 已ぺージ） 


2CHMIX 'tuned mono ST M ■ SLEEP PCM 


スピーカー 

BI-WIRE 

ra 回 

，盤距 1 盤盤總盤盤翻瞄盤 £ 

デジタル入力 
DTS96/24DTS-ESAAC 
□□DIGITAL EX DDEX 
□□PLExNEO: 目 SFC 


使用ずるフ□ントスピーカーを表示 情報表示 

い13、22、24、2已ぺージ） 


周波数単位 


をやデコード機能び働いている 
ときに点な （^4 色ぺージ） 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを製造されてい 
ます。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 及びダブル D 記号はドルビー 
ラボラト U —ズの商標です。 


HDMI、HDMI □コ’、および High-Definition 
Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing LLC の商標 
または、登録商標です。 


米国特許ま号已,4已1,日42;已，日已已，日74; 5,974,380; 

已，日78,7日2; 6,226.616; 日,487,已3已および、その他ホ 
国ならびに外国で発行または保留となっている特許に基づ< 
許諾製品です。 DTS は、 DTS 社の登録商標であり 、 DTS 
ロコ’，シンボル， DTS-HD および DTS-HD Master Audio 
は、同社の商標です。 ◎ 1日9己-2007 DTS , Inc . 無断複写' 
複製' 転載を禁じます。 


HDAVI Control ™ は商標です。 
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ルー T 图 


I 

電源 排気孔 コンポーネント端モ映像端テ 

い10ぺージ）（冷却フアン）い17ぺージ） い1已、19ぺージ) 


音声端子（^9、14アンテナ端子 
〜19ぺージ） （■>21ぺージ ） 


U モコジ 


アンプの電源ボタン— 
入カソースを切り換える . 
(^24、39ぺージ） 

FM 局と AM 局を切り換- 
えるい44、45ぺージ） 

チャンネル入力 
テレビケーブルテレビ 
(今40ぺージ） 

ブルーレイディスク 
DVD レコーダー 
(今41ぺージ） 

ラジオ （^44 ぺージ） 
トラックやチャプターを選ぶ 
ブルーレイディスク 
DVD レコーダー 
(•^41 ぺージ） 

ブルーレイディスク 
DVD プレーヤー 
(■^ 42ぺージ） 


スピーカーの音声出力を確 
認ずる12ぺージ） 
測定マイクを使用して設定 
ずる（^22、23ページ） 
スピーカーの音量調整を 
ずる （^29 ぺージ） 

サラウンド音声で聞く 
(^26 〜28ぺージ） 


電源 

■# 


AV 機器 BD/DVD 

项 


入力切巧 FM/AM 


ケ省比 BD/DVD 

lj - mJ 

ーア扣グ 8CH. 


田回团 

团固固 

回固の回 
圓皿晒 

7十 n け-袖し？:;かし RQ 



-入カソースの電源を「入 
切」ずる入カソースを 
切り換えるリモコンの 
操作モードを切り換える 
(与40〜43ぺージ） 

-8 チャンネル再生ずる 
2已ぺージ） 

.チャンネル選択 
テレビケーブルテレビ 
40ぺージ） 

スレ-レイディスク/ 

DVD レ]-ダ-い 41 ページ） 
ラジオ44ぺージ） 

-音量を調舊い12、 

13、24、39ぺージ） 

-一時のに音を消ず 
29ぺージ） 

他の機器の操作 
い31、40〜42 
ぺージ） 

サウンドメニューの操作 
(与32、33ぺージ） /' 
巧期設定の操作 
34ぺージ） 

サウンドメニューの選択 
い32、33ぺージ） 

テレビの操作 
40ぺージ） 

情報を表示ずる 
29ぺージ） 

巧期設定項目に入る 
34ぺージ） 


リモコンに巧電おを入れる 

ふたのふちを巧しなび6開ける 



©と白を 
確認！ 

弾3粉 


ふたを閉めるとさは、 
入れる 


こちら側から先に 


U モコジのほいかた 

1」モコン受信部 


„ レン 

: T " •■て^ • 


ド 防吗剧1 Ui J 

iV 卜 


◎攝庇如ぶ) 

l - MT - ''。一'/‘ - W 

\ 


30° 30° 


正面で約7 m 1；(内 
-(使用範囲は角度により 
異なります。） 


送信部 

使用上のお願い 

• 受信部と U モコンの間に障害物を置かな 
い。 

• 受信部に直射日光やインノ（ーター堂光なの 
強い光を当てない。 

-受信部と送信部のほこりにま意。 

本体をラックに入れて使用ずる場合 

ラックのガラス扉の厚さや色などに 
よって、 U モコンの動作範囲び短くな 
ることびあります。 


デジタルトランス 
S ッター端モ 
(与21ぺージ） 


~1 

デジタル入力端子 
い10、11、 

14-18、31 
ぺージ） 


本体を面 


スピーカー端子 HDMI 端子 S 映像端子 

い8、9、20ぺージ） い10、11、14、31ぺージ） い16、19ぺージ) 


出 S 

置 

W 3 

7 屋 

旧 D の VD レ 

HE imi 

Wj AJ 3 

3 -ダー）旧 D/DVD ブレーサ ー1 (9 ■—ブルテレビ） 





瘤 © 

jn ' tTTnlilli |、 n'n 

優 ) 獲 ) 
©© 
© 媛 ) 

の" B 91 BB 3 BQ 9 



1 

D 1 — 

」 U- 

© 1 變幢 ) © 1 彎 ^ 

，"〜—一面-'—■’■■■■•…■"し 

參 

d "— 0删 

圆圖医 

的.’叫化]-?-邮叫〕んバ-;(テ 

/ 

到 ® 


まず 
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かんたんガイド 

ホームシアターを楽しむための代表的な接続、再生ち法を説明していま 
ず。 

•接続するとをは、各機器の電源を切ってください。 

• 接続する各機器の説明書ちご覧<ださい。 

• 本機の上には物を載せないでください。 




スピーカー を設置する ぃ7ページ） 

正しい設置方法で、より良い音質び楽しめます。 


0 



スピーカー を接続す るい 8、9ページ） 

ス1チヤンネルの高音質音芦を楽しむためのスピーカー 
接続ができまず。 



巨 



HDMI ケーブルでテレビ、 

ブルー レイディスク /DVD レコーダー を 

接続する 10、11ぺージ） 

HDMI 接続するにはテレビとブルーレイディスク/ 

DVD レコーダーの両方に HDMI 端子が必要です。 



DVD やテレビを見る い12、13ページ) 

DVD やテレビびサラウンドで楽しめまず。 
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スピーカーを 設置ずる 


本機では、5.1、日.1、 7.1 チャンネルなどの再生びでをます。 

このページでは、 7.1 チャンネル再生のスピーカー設置を例に説明しています。 

視聴位置から各スピーカー（サブウー八一を除 <) を同じ距離に設置するのび理想です。 

同じ距離に設置でをない場合は各スピーカーと視聴位置との距離を測り、 r 距離の設定をする」 （^3 已ページ）を行5か、または、 
「測定マイクを使って自動的にスピーカー設定をする」（^22、23ページ）を行ってください。 

(配置列：フ□ント2本、センター1本、サラウンド2本、サラウンドバック吕本、サブウー A -1 本） 

図中の回〜因は;欠ぺージの「スピーカーを接続する」の回〜回と対応しています。 


图フ□ント 

スピーカー （左） 


回 X ピーカー图フ□ント 

スピーカー （ち） 


囚アクティブ 
サブウー八 




固サラウンド 
スピーカー (左) 



回ヴラウンド スピーカー （ち） 


因サラウンドバック 
スピーカー （ち） 


固ヴラウンドバックスピーカー(左） 


フ□ントスピーカー(因ち、回左） 

テレビの左ちに置を、視聴位置で（実際に椅子に座るなどして）映像と音声の動をび合ラよラに、位置や角度を調整してください。 

回センタースピーカー 

テレビの真上か真下に置を、視聴位置でのちの高さへまっすぐに向けてください。 

設置しない場合は、センターの音声はフロントスピーカーに分配されて出力されます。 

サラウンド スピーカー (回ち、国左） 

視聴位置の左ち（横またはやや後ろ）に設置してください。 

設置しない場合は、サラウンドの音声はフ□ントスピーカーに分配されて出力されます。 

サラウンドバックスピーカー(回ち、回左） 

視聴位置の後ろに、ちの位置より1 m ほど高く設置してください。 

設置しない場合は、サラウンドバックの音声はサラウンドスピーカーまたは、フロントスピーカーに分配されて出力されます。 

回アクティブサブウーハー 

テレビから遠<離れない程度の適当な位置に置いて<ださい。 


〇〇 (お知 S せ) 〇〇 

すべてのスピーカーは正面を視聴位置に向けて設置して<ださい。 


かんたん 

ガイド 


スピ—力—を設置ずる 
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スピーカーをち続ずる 


スピーカーコードの接続方法 


2 

スピーカー端子 


スピーカーコード* 
の先端のビニール 
部分は、ねじりな 
びら抜を取りま 
す。 



♦参む尴1田参 ♦ 

•左、もと（み 0) をご確認の 上、 正しく接続して 
ください。誤った接続をすると故障の原因になり 
ます。 

• スピーカーコードをショートさせないで<ださ 
し、。回路び破損する恐れびあります。 



パナナプラグ （市販） ①接続 


スピーカー端テをちに回してしつ 
か D 締めつけ、端子の巧にプラグ 
を挿入してください。 



图フ□ントスピーカー间フ□ントスピーカー 
柏） （左） 


回 センタ—スピ—力— 


k: 


7 




本機背面 


员贸 


スピーカーインピーダンス 1 

フ□ント A : 

4〜1色0 

センター： 

色〜1色0 

サラウンド： 

色〜1色0 

サラウンドバック 

:色〜1色0 


贸頃 


1®# 

向;:かお Kill ホ U 

®) 

®)®) 

6-168 

®)® 






8 


OO C お知 S せ) 〇〇 

-スピーカーを新しく接続し直したとをには、必ず r 測定マイクを使って自動的にスピーカー設定をする」22,23ページ）を行っ 
てください。 

•インピーダンスび4 n のスピーカーを接続する場合には、必ず3己ページの「スピーカーのインピーダンス設定をする」で 
"4 OHMS ’. に設定してください。 


RQT9222 









































































使用ずるケーブル 


スピーカーコード （別売） 


モノラルピンコード（別売） 


© 

© 


> 


< 


贷 

© 


c= [ Un miirD- 


-TIT P 




色. 1 チャンネル再生のスピーカー設置にずるとき 
は、サラウンドバックスピーカーを（左）側の 
スピーカー端テに接続してください。 


回サラウンドスピーカー国ヴラウンドスピーカー 
ぶ） 庙） 


因サラウンドバック 
スピーカー（ち） 


固サラウンドバック 
スピーカー（左） 


JL 

0 © 


JL 

0 © 


止 

© © 


JL 

0 © 



かんたん 

ガイド 


スピ I 力 I を接続ずる 
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HDMI ケーブル（別売） 

• 当社製 HDMI ケーブルを推奨します。 

[品ま： RP - CDHG 10 (1.0 m ), RP - CDHG 1 已 （ l '5 m )、 

RP - CDHG 20 (2.0 m )、 RP - CDHG 30 (3.0 m ) など] 






立 

靑 


光デジタルケーブル（別売） 

協蚕： RP - CA 201日 (1.0 m ) など] 


< SIN - 
角形 




別売品の品番は、2008年目月現在のちのです。品番は変更されることびあります。 



本機背面 


面 "-g 匹 

节ザ® 

戀 



Is # 

I'll il—Tnrer 

藝禱 

戀 


戀藝 




ご家庭の電源コンセント 
( AC 1日日 V 、己日/目日 Hz ) 


が司 II 帕 


電源コードは、他の接続がずベて終わってか5、最後に 
コンセントへ接続してください。 

-電源プラグをコンセントに接続した状態で約0.己 W の電力を消費してい 
ます。長期間使用しないとをは抜いておいてください。 

-電源プラグを抜いても、本機の各種設定は記憶されます。 


© HDMI ケーブルでテレビ、ブルーレイデイ 
スク /DVD レコーダーを 接続ずる 


使用するケーブル 


映像と音声 































































































別売品は販売店でお買い求めいただけます。 

パナソ こックグループのショッピング サイト「パナ 
センス」でお買い巧めいただけるものもあります。 
詳しくは「パナセンス」 の サイトをご覧ください。 


Pama $eiise 

http :// www . sense . panasonic . co.jp 


テレビ 



デジタル音声出力（光） 



V 




J 


テレビの音声をサラウンドで聞く 
場合にお要でず。 

•アナログ音声を出力するとをは、14 
ページの⑩の接続をして< ださい。 

-テレビの音声をサラウンドで楽しむ 
場合に接続し、テレビのデジタル音 
声出力を"自動"に設定してください。 


光デジタルケーブルの接続ち法 



形状を合わせ 
て差し込む 

ケーブルを急な角度に巧り曲げないでください。 


スタンバイ スルー 機能 


このぺージの接続のまま、本機の電源を「切」にずる 
と DVD などの音声をテレビのスピーカーか5聞くこ 
とびできまず。（ミ果巧などに本機を使用せずに DVD 
などをお楽しみいただくときに便利な機能です。） 


r 


HDMI 
映像-音声出力 




四 一国 ；> 


ブルー レイディスク /DVD レコーダー 


〇〇 巧知诚 〇〇 

•HDMI ロコ’（与表紙）のある 「 Hi 吕 h Speed HDMI ™ ケーフル」をお買いホめください。 

-108 Op 出力時は、已 .0 m じ(下の HDMI ケーブルをおすすめします。 

•本機は、ディープカラーをサポートしています。 

- HDMI 端テとデジタル端テ （^1 5〜18ページ）の両方を接続している場合、 HDMI の音声信号び優先されます。 




[サラウンド]ランプ 





:で..乃1 1 OiJ 


T 


蛾 也 / 1 •— 

oil 

'(化 A もが 


■ — 

— - - - 


V 


\_ ヴ55ンド ] 


接続び終わった5 


電源也/1 


を巧して、本機の電源を入れる。 


2.。!!^口を 巧して、サラウンド再生になるように 
設定してください。 （^27 ぺージ） 

•設定されると、[サラウンド]ランプび点なします。 

• 2チヤンネルソースをサラウンド再生でをます。 






かんたん 

ガイド 


HDMI ケ I ブルでテレビ、ブル I レイディスク/ DVD レ n I ダ I を接続ずる 
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DVD やテレビを見る 


mm テレビの電源を入れ、本機を接続した入力 （[ HDMI ] など）に切り換える。 

[待機]ランプ [サラウンド]ランプ 
_ ) 









卜叫 


® i 


て ◎ @ @ ) 


I ヴラ5ンド ] に又ピ ー n - A ] 


スピーカーの 音を確認する 

テスト信号で、音声の出力を確認でさまず。 

電源 

1. ^を押して、本機の電源を入れる 

吕 ^ で " TV " または " BD / DVDR ." む外の入力を 
選ぶ 


3. 


音重 


で一 30 dB か 5- 3已 dB 程度の音量にずる 


4.煮を押して、接続したずべてのスピーカーか5 
音び出ているか確認ずる 

• 下記の順にスピーカーび表おされまず。（接続し 
たスピーカーの表示のとさのみテスト信号び出 
力されます。） 

いい R 一 RS 一 SBR 一 SBL 一 LS 一 SUBW 

I _ I 

各スピーカーの音量びフ□ントスピーカーの音量とバ 
ランスび合わないと感じた場合は、2日ページを参照 
して、スピーカーの音量調整をして<ださい。 

已.謡を}甲して、テスト信号を止める 

で通常聞く音量にずる 


已. 


音重 


電源 



〇 


画 

BD/DVD 

画 


入删換 

□ 


VT 日 

曰ま 


-才ート 


树 I 
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-1 

-2 

3 


本機の電源を入れる 

電源 

Q を押す 


電源を入れると[待機]ランプび消なします。 

本体の表示部に " ra " び表示されているか確認してください。 
表示されていない場合は、[スピーカー A ] を押してください。 

I [サラウンド]ランプび点なしていることを確認してください。 
点灯してしない場合は、本体の[サラウンド]を押してサラウンド 
再生になるよラに設定してください。（^11、27ページ） 


" TV ” または ‘‘ BD/DVD R .’ 

巧 B ク" 

isi3i 

を 

b ■レヒ 1 ま /L は1 か 5 H を押ず 


DVD を再生ずる 
または 

テレビのチヤンネルを選ぶ 

-いろいろな音質-音場効果を楽しむことがでさます。 

(^2 目〜 28 ぺージ） 

音量を調整する 


+ 

古百 

曰ち 

を押す 

音量の範囲： -- 地 （最小)、 - 巧加〜 0 地 爆大） 


再生を楽しんだをは 

音量を下げてから[電源]を押して、電源を切ってください。 




本体で操作ずる場合 



里想出/1 




本機の電源を入れる 


" TV ” または 
" BD / DVDR ." を選ぶ 

DVD を再をする 
またはテレビのチヤンネル 
を選ぶ_ 

音量を調整する 





DVD やテレビを見る 


3 
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接続する 


•接続するとをは、各機器の電源を切ってください。 
• 接続する各機器の説明書ちご覧ください。 

♦本機の上には物を載せないで < ださい。 


基本の接続 


HDMI 端子のある機器を接続する 


使用ずるケーブル 


映像/音声 

音声 

HDMI ケーブル （別売） 

[品番； RP - CDHG 10 (1.0 m )、 
RP - CDHG 1 己 (1.5 m )、 
RP - CDHG 2 日 (2.0 m )、 
RP - CDHG 3 日 (3.0 m ) など] 
01-10 

光デジタルケーブル （別売） 

協蚕； RP - CA 2010 (1.0 m ) など] 

ステレオピンコード （別売） 

[品番： RP - CAP 3 G 1 日 (1.0 m ) など] 

尸 が广^伍）口 

角形 



別売品の品番は、2008年己月現在のちのです。品まは変更されることびあります。 

■ HDMI ケーブルについて 

• 当社製 HDMI ケーブルを推奨します。 

- HDMI □コー表紙）のある 「High Speed HDMI ™ ケーブル」をお買いホめください。 
• 108 Op 出力時は、已 .0 m じ(下の HDMI ケーブルをおすすめします。 

•本機は、ディープカラーをサポートしています。 


テレビの音声をヴラウンドで聞く場合は、お持ちの機器に合わせて0または⑥の接続をしてください。 



OO C お知5せの 〇 

• HDMI 端子とデジタル端子 （^15 〜18ページ）の両方を接続している場合、 HDMI の音声信号び優先されます。 
•HDMI 3端テの設定は、接続する機器に応じて変更でさます。 （^37 ページ） 














































































































映像.音声端テに接続する (HDMI 端子のない機器を接続する） 

使用ずるケーブル 

映像 

音声 

ビデオコード （別売） 

[品番： RP - CVP 日 G 1 日 (1.0 m ) など] 

光デジタルケーブル （別売） 

協蚕： RP - CA 2010 (1.0 m ) など] 

ステレオピンコード 相 ij 売） 

[品番： RP - CAP 吕 G 1 日 (1.0 m ) など] 
cODudq^ 尸 niQD= 怔 ） 口 

心™® ■= (も）赤 


ちお 

別売品の品まは、2008年日月現在のちのです。品まは変更されることびあります。 


テレビの音声をサラウンドで聞く場 
合は、お持ちの機器に合わせて14 
ページの©または ⑥ の接続をして 
<ださい。 


本機背面 



ブルーレイディスク/ 
DVD プレーヤー 


ブルーレイディスク/ 
DVD レコーダー 


ビデオデッキ 


ゲーム機 


BS デジタルチューナー 
または CS チューナー 

ビデオデッキー巧型 DVD レコーダーを接続する場合 (DVD/VHS 専用端子びある場合の接続です。） 

DVD 専用出力端子側は上記 ① の接続をしてください。 DVD/VHS 専用出力端子側は上記 ③ の接続をしてください。 

OO C お知 S せ) 00 

• HDMI 接続 片 10、11、14ぺージ）をしている場合には、この接続は不要です。 

•入力された映像信号は同じタイプの出力端子からしか出力されません。 

•デジタル入力端テの設定は、接続する機器に応じて変更でをます。（■^ 37ページ） 



光デジタルケーブルの 
接続ちま 



お状を合わせ 
て差し込む 

ケーブルを急なち度 
に巧り曲げないでく 
ださい。 


別売品は販売店でお買いホめいただけます。 

パナソニックグループのシヨッピングヴイト「パナ 
センス」でお買いホめいただけるちのもあります。 

詳しくは「パナセンス」のヴイトをご覧ください。 http :// www . sense . panasonic . co.jp 



■ 基本の接続で再生びでさまず。24ページ） 

高画質接続びしたいときは （今] 6、 ] 7 ページ） 

アナ□グ音声を楽しみたいとさは ] 8ページ） 

その他の機器などを接続したいときは い18 〜 21 ぺージ） 



準 

備 


接続ずる 


已 




RQT9222 













































































































































接続する (ごヴを) 


•接続するとをは、各機器の電源を切ってください。 
• 接続する各機器の説明書ちご覧ください。 

♦本機の上には物を載せないで < ださい。 
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S 映像-音声端子に接続ずる 


使用ずるケーブル 


映像 


S 映像コード （別売）協ま： RP - CVS 0 G 10 (1.0 m ) など] 


音声 


光デジタルケーブル （別売） 

[品ま： RP - CA 2010 (1.0 m ) など] 


角形 


-0 111111 a & 


ステレオピンコード （別売） 

[品番： RP - CAP 3 G 1 日 (1.0 m ) など] 


づ FlJns 


(左）白 


/qndT b 

(も）赤 


別売品の品番は、2008年己月現在のちのです。品まは変更されることびあります。 

テレビの音声をサラウンドで聞く場合は、お持ちの機器によつ 



ビデオデッキ BS デジタルチユーナ ー 

または CS チューナー 


カレ-レイディスク/ ブルーレイディスク/ 

DVD プレー巾一 DVD レ〕ーダー 

00 ( お知5せ) 00 

•入力された映像信号は同じタイプの出力端子からしか出力されません。 

•デジタル入力端子の設定は、接続する機器に応じて変更でをます。（■^ 37ページ） 


ゲーム機 

















































































































































































別売品は販売店でお買い求めいただけます。 

パナソ こックグループのシヨッ ピングヴイト「パナ 
センス」 で お買い求めいただける ちの もあります。 
詳し<は「パナセンス」 の サイトをご覧<ださい。 


Pawa Sense 


http :// www . sense . panasonic . co.jp 


D 端子（コンポーネント端子）-音声端子に接続する 


D 端テ（コンポーネント映像端テ）は S 映像端テ1日ページ）よりちを実に色を再現でをます。 

使用ずるケーブル 


映像 


D 端子ピンケーブル 阅慌）協ま: RP - CVCDG 1 巳 （1.5 m ) など] 
u ol ] [■"CO 

• 厂 ^iiimn III 一 


コンポーネント映像コード（別売）[品 ま： RP - CVPCG 10 (1.0 m ) など] 


曰 P 


光デジタルケーブル側売）[品番： RP - CA 如10 (1.0 m ) など] 

电 11® -〇间|或 

角形 


ステレオピンコード側売）[品番； RP - CAP 3 G 1 日 （1.0 m ) など] 

^ qniJir ~ l = 化）白 
、麵®*^也）赤 


^nriJiDN 

e^llpmn*/ 


別売品の品まは、2008年6月現在のちのです。品まは変更されることびあります。 

テレビ 



D 1 〜 D 已 
映像入力 

L 310 IU 


0 


テレビの音声をサラウンドで聞 
く場合は、お持ちの機器に合わ 
せて14ページの©または ⑥ 
の接続をしてください。 

参コンポーネント端子と接 
続する場合は、コンポー 
ネント映像コード刷売） 

を使ってください。 


本機背面 


光デジタルケーブルの ： 
接続ち法 ■ 



お状を合わせ 
て差し込む 

ケーブルを急な角度 
に巧り曲げないでく 
ださい。 




m 


馨 


I ^31 Mr 
I I 虹]。 

B%ii 

獅 (3 奪 
感 


. 1し BD ' OVQ ， 


真0^1—炒I到^^^ 




©憂) 

Jl 


1た1-夕一 




V 

.ド•4«9产, 9 


ii\ 


§)|©©[©1^© 麗 を 

デジ， j て f 


；L 




S：l 






封'^ XI 进 


© 


f 


心! _ 

©辱 

し "M 


つ 


¢1 

む 


い) 


I 


i 


0 


デジタル音声 
出力（光） 


I )1 口 IC I 

D 端子 
出力 


V 



[ 


I 


ブルーレイディスク/ 
DVD レコーダー 


□[ 



己 S デジタルチューナー 
または CS チューナー 


ブルーレイディスク/ 
DVD プレーヤー 


コンポーネント映像端子について 

コンポーネント映像端子（色差映像端子）は、ホ （ Pr / Cr )、 青 （ Pb / Cb )、 輝度 （Y) 信号びそれぞれ独立して出力されるため、色を 
よりを実に再現します。本機のコンポーネント映像端子は Y、 Pb 、 Pr または Y、 Cb 、 Cr のコンポーネント映像に对応しています。 


OO C お知らせ) 〇〇 

•入力された映像信号は同じタイプの出力端子からしか出力されません。 

•デジタル入力端テと、コンポーネント3端子の設定は、接続する機器に応じて変更でをます。 （^37 ページ） 
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準備 


接病ずる(つづき) 
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@ 




BMSI 

iSr ^ 




I 〜の )I 


mmmm 


m 


m 


蝴 


I /^ 、 /S=^ ^Bt} 、 t^H 

|\!^ '•：i^|Vs^|''5^|Vs^|\i^ '■5!^ 广バ； '， 

巧 5-1 いけの W け595。ド フロ:/卜 I UB _ な I な 1_な_1_ み 、み_■ろ」 

■ I 1111 I" III ■■'■■ ■" "■■■ ，か一 ""IMJ 了 • 了に： S-T. 口 ■■•=■—S— 一 W 





爲脚パック 
售话） 

伽サラゥンド 

锡庙）フ□ント 

锡瞄フソト 


>G 


ブルーレイディスク/ 
DVD プレーヤーなど 


0 O C お知らせ) 00 
• 再生については2已ページをご覧ください。 

• HDMI 接続片10、11、14ぺージ）をしている場合には、この接続は不要です。 



CD プレーヤーを接続ずる 


お持ちの機器やお好みに合わせて、デジタル音声出力（同軸 ）（©) またはアナログ音声出力（⑨）のいずれかに接続してください。 

本機背面 



_ /J jir ~)^ 

ci^mjpQDIIir \d ]I^[[^^=> 


^ デジタル 
音声出力 
洞軸） 


CD プレーヤー 


’-1 K 左) 
做 


音声出力 


18 〇〇 巧知 S せ) 〇〇 

，デジタル入力端子の設定は、接続する機器に応じて変更でをます。 （^37 ページ） 
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接続する 


(ごヴを） 


使用ずるケーブル 


映像 

ビデオコード 烟 j 売）[品番： RP - CVPOG 10 (1.0 m ) など] 

S 映像コード （別売） 

[品番： RP - CVS 日 G 1 日 (1.0 m ) など] 

^ r . 

ち 

同卽デジタルケーブル （巿版） 

ステレオピンコード 阅 j 売） 

[品番： RP - CAP 3 G ] 日 (1.0 m ) など] 

= OCt ™\ f ( m = m => (左）白 

=■1™*^ Vorafl^a (も）赤 

別売品の品番は、2008年6月現在のちのです。品まは変更さ 

れることびあります。 


お持ちの機器やお好みに合わせて、アナ□グ接続をしてください。映像コードの接続については15〜17ぺージをご覧ください。 

本機背面 




_ - fl - フ□ソト AA 



ブルーレイディスク/ 
DVD プレーヤー 


ブルーレイディスク/ 
DVD レコーダー 


1 I 


3 


映像コードの接続については1己〜17ページをご覧ください。 

本機背面 


=1 



センター 
#サブウー A — 
#阳サラウンド 


田 3 


•接続するとをは、各機器の電源を切ってください。 
• 接続する各機器の説明書ちご覧ください。 

♦本機の上には物を載せないで < ださい。 


高音質なアナ□グ音声を楽しむ（アナ□グ 8 CH 接続) 


アナログ音声を楽しむ 


その他の接続 











































































































































別売品は販売店でお買い求めいただけます。 

パナソこックグループのシヨッピングヴイト「パナ 
センス」でお買い求めいただけるちのもあります。 

詳しくは「パナセンス」のヴイトをご覧ください。 http :// www . sense . panasonic . co.jp 


Pawa Sense 


録音や録画をする場合の接続 


音声や映像を BD / DVD レコーダー出力端子（音声、映像、 S 映像）に接続した機器に、録音や録画びでをます。 
詳しくは39ページをご覧ください。 


本機背面 





戀夏貫像 

■^dUDliii I 映像入"^ 

-# 瞄 



航 


音声入力 


ブルーレイディスク/ 
DVD レコーダー など 


王 


OO C お知らせ ) 00 

録音元の機器は、録音先の機器と同系統のケーブルで接続してください。 


ビデオカメラなどを接続ずる 


-時的に接続したい場合に便利です。 


〇〇 巧知诚 00 

•テレビと接続した映像ケーブルと同系統のケーブル（©または⑥）を1つ選んで接続してください。 



準備 


接病ずる(つづき) 
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接続する 


(ごヴを) 


•接続するとをは、各機器の電源を切ってください。 
• 接続する各機器の説明書ちご覧ください。 

♦本機の上には物を載せないで < ださい。 


その他の スピーカーの 接続 


バイワイヤー対応のスピーカーを接続ずる 


フロントスピーカーをバイワイヤー接続した場合、必ず r バイワイヤー接続の設定をする」 で" YES " に設定 （^3 己ページ) 
してください。この設定をしないと、適切に音声び出力されません。 


本機背面 



左フ□ント 
スピーカー （後面) 


スピーカーコード 

(別売） 


〇〇 巧知5せ) 〇〇 

-必ず HF をフロント B 端テ側、 LF をフロント A 端子側に接続してください。 

• アナ□グ音声や2チャンネルの PCM 信号を2チャンネル再生させると、高周波域と低周波域で別々のアンプを使5、より明 
瞭で高音質なバイアンプステレオヴウンドを楽しむことびでをます。47ページ） 

•インピーダンスび4 0のスピーカーを接続する場合には、必ず3日ページの「スピーカーのインピーダンス設定をする」で 
“4 OHMS ’ に設定してください。 

• 4 日ページの「バイワイヤー対応のスピーカーを接続するとをのお知らせ」ちご覧ください。 


2 組目のフ□ントスピーカー(スピーカ ー B ) を接続ずる 

他の部屋に2組目のスピーカーを設置して、音楽を楽しみたいとをなどに使用します。 

本機背面 



OO CB 知5せ) 〇〇 

•インピーダンスび4 0のスピーカーを接続する場合には、必ず3日ページの「スピーカーのインピーダンス設定をする」で 
‘4 OHMS " に設定してください。 

• 47 ぺージの「スピーカ ー B についてのお知らせ」もご覧ください。 
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別売品は販売店でお買い求めいただけます。 

パナソ こックグループのシヨッ ピングヴイト「パナ 
センス」でお買い求めいただける ちの もあります。 
詳しくは「パナセンス」 の サイトをご覧ください。 


Pawa Sense 


http :// www . sense . panasonic . co.jp 


SH - FX 70 を使用する 


本機では、当社製 SH - FX 70 (デジタルトランス5ッターとワイヤレスシステムのセット；別売）を使用して、左ちサラウンド 
スピーカーをワイヤレスにして楽しめます。2己ぺージ） 

本機のデジタルトランス5ッター端テにデジタルトランス5ッターを差し込み、別売のスピーカーを SH - FX 70 ワイヤレスシス 
テムに接続します。詳しくは、 SH - FX 70 の取扱説明書をご覧ください。 

本機背面 

デジタルトランスミッターの挿入のしかた 

①左ちのくぼみを強く押す 



OO C お知 S せ) 〇〇 

[マルチルーム] 

-サラウンドスピーカーをワイヤレスにしていない場合は、本 
機に接続したスピーカーでサラウンド再生をしなびら、別の 
部屋でワイヤレスのスピーカーを使用して音楽を楽しむこと 
びでをます（マルチルーム）。 

• マルチルームで楽しむ場合は「ワイヤレス スピーカーの 設定 
をする」で必ず口/? 00 M" に設定して下さい。 

37ぺージ） 

• マルチルームで SH - FX 70 を使用する場合は、 SH - FX 70 
のサラウンドセレクターを r 已 .1 チャンネル再生で使用する」 
設定に切り換えて下さい。 

•詳しくは SH - FX 70 の取扱説明書もご覧下さい。 


ラジオのアンテナを接続ずる 



②みたをはずす 


<ぼみ 

•みたび飛び出ることびあ 
るのでミ主意してくださ 
し、。 


③ラベル面（ねじび4つある面）び手前になるよ 
ラに奥まで挿入する 

ラベル 



デジタル 
トランスミッター 




[7.1 チャンネル再生] 

- SH - FX 70 を2台使用するとサラウンドスピーカーとヴラウ 
ンドバックスピーカーをワイヤレスにして、 7.1 チャンネル 
再生を楽しむことちでをます。その場合は、必ず I □ま号を 
設定して下さい。 （^2 已ページ） 

•7.1 チャンネル再生にする場合は、 SH - FX 70 側でサラウン 
ドセレクターの設定び必要です。 

•詳しくは SH - FX 70 の取扱説明書ちご覧下さい。 


アンテナを接続したあと、実際に放送を受信して（^44、4已ページ)、雑音の少ない位置に設置してください。 

テープで 壁 や柱などに止める 
^ AM ループアンテナ （付属） 

アンテナ線びブルーレイディスク / DVD レ 

本機曰回 コーダーやブルーレイディスク/ DVD プレー 

ヤーなど、他の接続機器のケーブルに接触 
しないよラ、遠くに設置してください。 

FM 簡易 型アンテナ 

(付属） 

最を受信しやずい場所 
に固定してください。 




FM 屋外アンテナの利用 

-山間部や鉄筋コンク U — 卜建てのビルの中などで、電波を受信しにく 
い場合は、屋外アンテナを接続してください。 

•アンテナ線（同軸ケーブル）をアンテナプラグ（市販）に取り付けて、 
本機背面に接続します。付属の FM 簡易型アンテナはがしてください。 



アンテナプラグ 


〇〇 巧知5せ) 〇〇 

分配器でテレビのアンテナと本機に接続する FM 屋外アンテナを共用す 
ると、テレビ画面の乱れの原因になる場合びあります。 


0 ^ 



FM 屋外 
アンテナ 


準備 


接病ずる(つづき) 
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◎ 庭)腐 AfJ ) 


[自動 スピーカー 設赶ランプ 


本機の電源を入れる 

[電源]を押す 

•電源を入れると[待機]ランプび消なします。 

•本体の[電源由/1]を押すことでも電源び入ります。 

本体の表示部に I 甘"び表示されているか確認する 

•"凸"び表示されてし、なし)場合は、[スピーカ ー A ] を押してください。 


測定マイク（付属）を端子に接続する 



測定マイク 

測定マイク（付属）を設置する 

-ま定させるためにでをるだけ平らな面に設置して 
<ださい。 

例：視聴位置と同じ高さの水平な台やソファの背 
ちたれの上など 

-視聴位置と高さを合わせて<ださい。 

-最良な結果を得るには、カメラなどの兰脚を使用 
してください。 

設定を開始する 



リモコンの 


カメラなどの云脚 


[-才ート、テスト]を約2砂間巧し 
たままにする 

-[自動スピーカー設定]ランプび点滅します。 

-設定中に他の操作をすると、設定び中止になります。 

•途中で中止する場合は、[ーオート、テスト]を押してください。 

設定を按了する 

•終了すると " COMPLE 忙" び表示され、[自動スピーカー設定]ランプび点なします。 
- " COMPLETE " 表示後に他の操作をすると、通常動作に戻ります。ただし、設定 
は記憶されます。 


リモコンの 


[-才ート、テスト]を押す 

’操作を終えたら、測定マイクを取り外してくださし、。 


テレビは消音してください。 

サブウー A —を接続している場合は、必ず電源び入っていることを確認してください。（サブウー A —によっては自動のに電源 
が切れている場合がありまず。） 

サブウ ーA- の音量は通常使ラ設定にしてください。 

バイワイヤー接続している場合 （与 20ぺージ）は、必ず巧に「バイワイヤー接続の設定をずる」で "化 S " に設定 （与 3巨 ぺ一 
ジ）してか5、自動スピーカー設定を行ってください。 


[待機]ランプ- 


► I スピーカー A ] 


測定マイクを ffio て輔伽こスピ-力-—醜をする 

付属の測定マイクを使って視聴位置までの距離、接続したスピーカーの極性やサイズなどを測定し、補正しまず。 

設定中はなるべく音を立てないようにしてください。話し声やエアコンの音、風の音などでエラーや誤った設定と 

なる場合びありまず。また測定中は大きなテスト音び出まず。ルさなお子様は部屋に入5ないよラ、ご配慮ください。 


準備 



RQT9222 





































































設定を、[自動スピーカー設定]ランプび消えている場合 

各種設定の変更などにより、自動スピーカー設定び無効になっています。 
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自動スピーカー設定ではむ下の設定が自動でできます。 

距離： 視聴位置から各スピーカーまでの距離を測定し、視聴位置に届<音の遅延時間を補正します。最大1已 m 

まで補正します。 

極性： 各スピーカーの極性を調べ、間違っている場合は補正します。 

極性を自動補正したくなし觸合は「自動スピーカー設定を変更する」の r 極性を自動補正しない設定にする」 
0^36ページ）で "CHECK N0" に設定してから操作を開始してください。 

周波数特性補正： スピーカーの特性（サイズ、スピーカー接続の有無、音量出カレベルやほ域フィルターの設定）を含め、 
部屋の音響特性を測定し、補正します。 


00 ( お知 5 せ ) 〇。 

•測定マイクは熱に弱い性質を持っています。直接曰光を当てたり、本機の上に置かないよラにしてください。 

•電源を切ってち、設定は記憶されます。 

•測定マイク端子は、測定マイク専用です。カラオケ用マイクなどを接続しないでください。 

•自動スピーカー設定をくり返し行ラと、音量び非常に上びる場合びあります。自動スピーカー設定を動作させた後は、音量を 
確認してから再生してください。 

• サブウー八一については、自動スピーカーにより、スピーカー接続の有無と音量出カレベルの調整のみ補正でをます。 


スピーカーの種類や部屋の環境、設置状態により、同じスピーカーを接続していても、スピーカーのサイズやほ域フイルター 
の設定などの判定び一致しない場合や実際のスピーカー単体での特性とは異なる判定を巧ラ 場合びありまず。 
スピーカーからの音びおかしく感じられる場合には下記設定内容を確認し、お好みの設定に手動で変更してください。 

•「スピーカーの有無とサイズを設定ずる」、 r 距離の設定をする」、 r ほ域フイルターの設定をずる」 （^3 已、3色ぺージ） 


エラーメツセー ジび出た場合は … 


しツ下のエラーメッセージび表示された場合は、[ーオート、テスト]を押して一度終了し、再度設定をやり直してください。 


表示 

原因 

対策 

CONNECT MIC 

-測定マイクび接続されていません。 

-測定マイクを正しく接続してください。 

NO MIC 

•測定中にマイクが抜けて正しく測定でさま 
せん。 

•測定マイクが正し<接続されているか確認して 
<ださい。 

NOISY 

-騒音び大をすざて測定でをません。 

-静かな時間帯に再度行ってください。 

•エアコンなど、騒音を発する機器の電源を切つ 
て < ださい。 

MEASURING ERROR 

•スピーカーまでの距離び遠すざる。または、 
原因の特定でをないエラーび発生しました。 

•スピーカーの設置場所を確認してください。ま 
たは、再度、測定をやり直してください。 

CHECK CONNECTION 
TO SBL SPEAKER 

•ちのサラウンドバックスピーカーは検出で 
さましたが、左のサラウンドパックスピー 
カーび検出でをません。 

•ヴラウンドバックスピーカーを！本のみ接続す 
る場合は、左側のスピーカー端子に接続して< 
ださい。 

•左側のサラウンドバックスピーカーの接続を確 
認してください。 

NEED TO CONNECT 
LS/RS SPEAKERS 

•サラウンドバックスピーカーび検出されま 
したび、左ちのサラウンドスピーカーび検出 
でをません。 

•サラウンドバックスピーカーを接続するとをは、 
サラウンドスピーカーも接続してください。 

CHECK CONNECTION 
TO LS SPEAKER 

•サラウンドスピーカー（左）が検出でさませ 
ん〇 

•接続を確認してください。 

CHECK CONNECTION 
TORS SPEAKER 

•サラウンドスピーカー（ち）が検出でさませ 
ん。 

•接続を確認してください。 

CHECK CONNECTION 
TO L SPEAKER 

•フ□ントスピーカー（左）が検出でさませ 
ん〇 

•接続を確認してください。 

CHECK CONNECTION 
TOR SPEAKER 

•フ□ントスピーカー（ち）が検出でさませ 
ん〇 

•接続を確認してください。 

LOW SIGNAL 

•スピーカーから出る計測音びノ」\さいため、 
正しくマイクで測定でをません。 

•マイクの設置場所を変更してください。（高さや 
方向など） 

•スピーカーのまわりに、計測音をさえざるよラ 
な障害物びないか確認してください。 

•サブウーノトの音量を通常使う設定にしてください。 


準備 


測定マイクを使つて自動的にスピ—力—設定をずる 


























再生する 




昼本の再を 


本機の電源を入れる 

[電源]を巧す 

•電源を入れると[待機]ランプび消なします。 
•本体の[電源由/1]を押すことでも、電源び入ります。 


2 

3 


本体の表示部に"凸"び表示されているか確認する 

-[サラウンド]ランプび点なしていることを確認してください。 

点打していない場合は、本体の[サラウンド]を押してサラウンド再生になるよう 
に設定してください。（与11、27ぺージ） 

入力を切り換える 

[入力切換]を巧す 

FM- AM - CD - 7 V - C>\SL 亡- SD/DWR ロルーレイディスク/ DVD プレーヤ ー) 
t i 

GAME 一 AUX 一 VCR - SD/C ルで/?. ロルーレイディスク/ DVD レコーダー) 


•押すごとに切り換わります。 

• 本体の[入力切換]を回すことでち、切り換えでをます。 


4 

5 


DVD / VHS 専用端子びあるビデオデッキー体型 DVD レコーダーの場合 
い 1 已ぺージ） 

- DVD を楽しむとを： "BD/DVDR." に合わせる 
-ビデオを楽しむとを： "VCFT に合わせる 

本機と接続した機器を再生する 


音量を調整する 

度量+、 -] を押す 

音量の範囲； -- 地撮ル)、 -79 地〜0地爆ガ 


• 本体の [ 音量+、一]でち、音量調整びでをます。 

• dB 値表示から数値表示に変更できます。い38ぺージ) 


■ 再生を楽しんだ後は 

音量を下げてから區翻を押し、電源を切ってください。 


〇〇 巧知 S せ) 〇〇 

• 本機で再生でをるデジタル信号については46ページをご覧<ださい。 

• x . v . Col □「やディープカラー (^48 ページ）で記録された映像にも対応しています。 

•手順2で " ra " び表示されていない場合は、[スピーカー A ] を押してください。 

•バイワイヤー接続 （^20 ページ）の場合は、手順2で[スピーカ ー A ] または[スピーカー 
B ] を押して " ra " と 13” を点なさせてください。 
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SH - FX 70 でサラウンドスピーカー 
などをワイヤレスにする 


• 本機のデジタルトランス=ッター端子にデジタルトランス 
=ッターを差し込み、別売のスピーカーを SH-FX70 ワイ 
ヤレスシステムに接続してください。一21ぺージ） 

- SH-FX70 を 2 台使用すると、サラウンドスピーカーとヴ 
ラウンドバックスピーカーをワイヤレスにして、 7.1 チャン 
ネル再ちを楽しむこともでをます。 

•詳しくは SH-FX70 の取扱説明書をご覧ください。 

-デジタルトランスミッターを抜き差しするときは、必ず本機 
の電源を切って < ださい。 

• 4 日ページのお知らせもご覧ください。 

デジタルトランス5ッターび巧入されているとさは [ ワイヤレ 

スオプションサラウンド]ランプび点なします。 

ただし、下のよラに点灯せず、消灯または点滅する場合び 

あります。 

趙口； 

•[マルチチャンネル再生]ランプび消なしているとを 

•マルチルーム下記）を使用しているとを 

巧滅： 

•電波び途切れているとを 
(SH-FX70 の電源び切れているとを） 


SH-FX70 を2台使田して、 7.1 チャンネル再生をする 


ID ま号を設定する必要びあります。 


準備 


2台のラちどちらか一ちの SH - FX 70 の電源を入れます。 
電源を入れていない方に付属しているデジタルトランス5ッ 
ターを本機に挿入してください。 （^21 ページ） 

1. 本機の電源を入れる 

-[ワイヤレスオプションサラウンド]ランプび点滅しまず。 

2. リモコンの [ FM / AM ] を押す 

3. 本体の[選局 A ] を巧したままリモコンの 
[3] を巧す 

- I □セッティングモードにな0ます。 

4. 表示部に" P " び表示中に電源を入れているちの 
SH - FX 70 本体の ID セットボタンを押す 

已.本体の[選局 A ] を巧したままリモコンの 
[3] を押ず 

-[ワイヤレスオプションサラウンド]ランプび点なします。 
-設定び終了します。 

00 ( お知5せ） 〇〇 

電源を入れた方の SH - FX 70 に付属しているデジタルトラン 
ス5ッターは使用しません。 

使用しないデジタルトランス5ッターはなくさないよラにな 
管しておくことをお奨めします。 


ワイヤレスのスピーカーを別の部屋などで使用ずる 
(マルチルーム） 


-フロントとセンターの音声信号び 2 CH MIX (2 チャンネル 
5ックス）されて出力されます。本機を設置している部屋で 
設定された音量レベル、バランス、音質•音場効果などびマ 
ルチルームでち反映されます。 

-「ワイヤレススピーカーの設定をずる」で必ず■打/? 00 M " 
に設定してください。 （^37 ページ） 


• デジタルトランス5ッターび挿入されていて、マルチルーム 
を使用する設定にしているとさは[ワイヤレスオプション 
マルチルーム]ランプび点なします。ただし、し U 下のよラに 
消なする場合びあります。 

-電波び途切れているとさ （ SH - FX 70 の電源び切れているとさ） 

-サラウンドスピーカーをワイヤレスにしているとさ左記） 


スピー カ ー B をほラ 


フロント B 端テに接続したスピーカーから音声を出力します。 

本体の[スピーカー己]を巧し、 

"回"を点なさせる 

フ□ント A 端子に接続したスピーカーの音を消したい 
場合 

[スピーカー A ] を押して " ra " を消して<ださい。 

• 47 ページのお知らせちご覧ください。 


アナ□グ 8 CH 接続をした場合の再生 


•アナ□グ 8 CH 接続をする。 （^18 ぺージ） 

•[スピーカー A ] を選ぶ。 （^24 ぺージ） 

•入力切換を BD/Dy/DP." にする。 （^24 ぺージ） 

" BDP . 8 CH " が表示されるまで、 

[ BD / DVD プレーヤー、ーアナ□グ 8 CH ] 

を巧したままにする 

•解除するには BD/DVD P.’ が表示されるまで、押したまま 
にする。 

• 47 ページのお知らせちご覧ください。 


テレビのスピーカーだけで楽しむ 


•テレビとレコーダーなどの映像機器を本機と HDMI 接続し 
ている場合（与10、11、14ぺージ)、本機の電源を切つ 
てち、レコーダーからの映像/音声信号び本機を通過して、 
テレビへ伝送されます。（スタンバイスルー機能） 

テレビのスピーカーだけで楽しみたいとをに便利です。 

ビエラリンク （HDMI) を使う場合 

本機でマルチチャンネル再生を楽しむ場合には、テレビ 
(ビエラ）の U モコンでビエラ U ンクボタンを押し、スピー 
力一切換を r 音声を AV アンプから出す」にしてください。 
テレビ（ビエラ）の取扱説明書もご覧ください。 

(•»30ぺージの「ビエラリンク （ HDMI ) でできること」 
をご覧ください。） 

• x . v . Color やデイープカラー (^48 ページ）で記録された 
映像にち対応しています。 


7.1 チヤンネル八ーチヤルサラウンド 
再をを楽しむ 


• サラウンドバックスピーカーを接続していない場合でち、日 
チャンネルし U 上の音声信号を再生すると、 7.1 チャンネル再 
生びバーチャルで楽しめます。 


OO CB 知5せ) 〇〇 

サラウンドスピーカーの設置位置を視聴位置の後ちにしてい 
る場合は、「サラウンドスピーカーの設置位置を設定する」で 
"REARSPK" に設定してください。 （^37 ぺージ） 


楽しむ 


再生ずる 


巧 
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テレビや DVD などをサラウンド音芦で聞< 


サラウンド効果を加えたり、2チヤンネルのステレオソースをサラウンドで聞くことびでをます。 




ドルビー プロ ロジック 

Dolby Pro Logic lx 


2 チャンネルのステレオ信号をサラウンドで楽しめます。 

ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC の已 .1 チャンネルの信号を 7.1 チャンネル(サラウンドバッ 
ク2本接続時)や 6.1 チャンネル(サラウンドバック1本接続時)で楽しむことびでをます。 
ドルビーデジタルサラウンド EX ソースの サラウンドバックチャンネルを有効にします。 

[田 PLnx] を押ず 

モードは、さ引こ[田 PLnx ] を巧したを、 [▲] [▼] を巧して切り換えまず。 

MOV 旧 一 MUSIC — EX または GAME 

X _ J 

解除ずる場合は：[サラウンド、切]を巧ず 


ネオ 

NEO:6 


2チヤンネルのステレオソース信号をサラウンドで楽しめます。 

ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC の已 .1 チヤンネルの信号を己.1チヤンネルで楽しむこ 
とびでさます。 

[NEO: 巨]を押す 

モードは、さ引こ [ NEO : 色]を巧した後、 [▲] [▼] を巧して切り換えまず。 

CINEMA 一 MUSIC 

t _ I 

c ^= 解除ずる場合は：[サラウンド、切]を巧ず 


サウンド フィールド コントロール 

SFC (Sound Field Control) 


音声に好みの臨場感や広びり感を与えたサラウンドび楽しめます。 

■ MUSIC (ミユージツク） 

音楽信号で効果びあります。 

に FC 音楽]を押ず 

モードを切り換えるには、さ引こ [ SFC 音楽]を巧しまず。 
LIVE 今 POP/ROCK- VOCAL - JAZZ 今 DANCE - PARTY 


さモードは、 [ SFC 音楽]を巧してか5、 [▲] [▼] を巧しても、還べまず。 
解除ずる場合は：[サラウンド、切]を巧ず 

■ CINEMA (シネマ） 

映画ソフトで効果びあ D ます。 

に FC 映画]を巧す 

モードを切り換えるには、さ5に [ SFC 映画]を巧しまず。 


NEWS - ACTION - STADIUM - MUSICAL - GAME 


各モードは、 [ SFC 映画]を巧してか5、 [▲] [▼] を巧しても、還べまず。 

解除ずる場合は：[サラウンド、切]を巧ず 

OOdUDOO 

• 信号によっては、サラウンド効果び使用でをない場合びあります。 

•各設定は、電源を切ってち記憶されます。 

-ドルビープロロジック nx 、 NEO : 日、 SFC を「拙にした場合、信号に記録されたチャ 
ンネル数でスピーカーに出力されます。例えば、已 .1 チャンネル信号なら、フロント、 
センター、サラウンド、サブウー八一から出力され、サラウンドバックは無音になります。 
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本化で操作ずる場合 

[サラウンド]を巧す 

[サラウンド]ランプ 



•設定されると[サラウンド]ランプび点なします。 

• 押すごとにサラウンド再生び r 入/切」されます。 

•前回選ばれていた音質•音場効果び「入」になります。 
他の音質-音場効果に変更する場合は、 U モコンで操作 
してください。 （^2 日ぺージ） 

•初期設定はドルビープ□ロジック取の "/ W 0 V 7 E ’’ モー 
ドになります。 

〇〇 〔お知 S せ) 〇〇 

•[サラウンド]の「入/切」は、入力切り換えごとに記 
憶されます。 

- " ra " び点なしていないとをは使用でをません。 

24ぺージ） 


音場効果についてのお知5せ 


■ Dolby Pro Logic Ex 

• 入力信号に最適なモードのみび選択巧能です。 

- "/WUS に" では、さらに細かい設定びできます。 い 28ぺ一 
ジ） 

■ NEO: 色 

• 入力信号に最適なモードのみび選択可能です。 

•「スピーカーの有無とサイズを設定する」 （^3 已ページ）で、 
すべてのスピーカーを LARGE " に設定した場合、2チャ 
ンネルのステレオソースに NE 0:6 を使用してもサブウー 
ノ V —から音声は出力されません。 

- "MUSIC " では、さらに細かい設定びできます。 片 28ぺ一 
ジ） 

■ SFC 

• SFC は、サラウンドスピーカーを接続していない、または 
接続していない設定になっている場合、選択でをません。 

• 入カソースとモードの組み合わせによっては、音びひずんだ 
よラに聞こえることびあ0ます。 

その場合は、他のモードを選んでください。 


ドルビー プロ ロジック 

Dolby Pro Lo 留 c Ux 

"MOWE" 

(ムービー） 

特にドルビーサラウンドで記録された 
ちのなど、映画ソフトで効果びありま 
す。 

サラウンドバックスピーカーを2本接 
続している場合、サラウンドバックは 
ステレオ再生になります。 

"MUS に" 

(ミュージック） 

音楽ソース（音源）で効果びあります。 

•EX" 

( ドルビーデジタ 
ル EX) 

特にドルビーデジタルサラウンド EX 
で記録された映画ソフトで効果びあり 
ます。 

サラウンドチャンネルを持っている 
ソースに巧してのみ有効です。 
サラウンドバックスピーカーを2本接 
続している場合、サラウンドバックは 
モノラル再生になります。 

サラウンドバックスピーカーを 1 本の 
み接続している場合は "田 PLUx" び 
消え、 "田 DIGITAL EX" または、 

"田 EX" の表示になります。 

"OA/Wf " 

(ゲーム） 

迫力のあるヴウンドでゲームなどを楽 
しめます。 

2チャンネルのステレオソースに巧し 
てのみ有効です。 

ただし、サラウンド、サラウンドバッ 
クの各スピーカーび接続されていない 
(^8、9、22、23ぺージ）および 
「スピーカーの有無とサイズを設定す 
る」で "NONE" に設定している （•》 

3已ぺージ）場合は "M0V7E’’ と同じ 
効果になります。 

NE0:6 

"CINEMA " (シネマ） 

映画ソフトで効果びあります。 

"MUSK" 

(ミュージック） 

音楽ソース（音源）で効果びあります。 

サウンド フイールドコントロール 

SFC (Sound Field Control) 

"UVE" (ライブ） 

大をなコンヴートホールにいるよラな 
音の反響と広びり。 

"POP/ROCK" 

(ポップ/□ック） 

ポピュラーやロック音楽に適した効 
果。 

"VOCAL" (ボーカル） 

ボーカルの声を際立たせる効果。 

"ぶ 1ZZ" (ジャズ） 

ジャズクラブのよラな狭い部屋での音 
の反響。 

"DANCE" 

(ダンス） 

ダンスホールのよラな広い空間で響い 
ている音の広がり感。 

"R4 巧 7T" 
(パーティ） 

バーティ会場などでかけられている 
BGM のよラに、どこにいてちステレ 
才で音楽び聞こえるよラな効果。 

"NEWS” (ニュ -ス） 

人の声を聞をやすくした効果。 

"ACTION" びクシヨン） 

迫力のあるアクション映画に適した効果。 

"STADIUM" 

(スタジアム） 

スポーツ観戦をしているよラな臨場 
感。 

''MUSICAL " 
(ミュージカル） 

=ュージカル劇場にいるよ5な臨場 
感。 

"aa/wf" 

(ゲーム） 

迫力のあるヴウンドでゲームなどを楽 
しむとを。 


テレビや DVD などをサラウンド音声で聞く 


お好みで 
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u モコンで操作ずる音質 • 音場効ま 


各モードについては、2己、27ページを参照してください。 


ドルビー プロ ロジック 

Dolby Pro Logic lx の "M/S/C " をさ 5 に調整する 



電源 




m 回团闷 

团固固 


团圃阁回 P 
m 画陋 AE 

巧口-:^-巧-タルお 

回因閣 

L サ ー f/70-J C 


國 


巧’.. 2 CA 1 V 


を止 

.-即止 

巧ま 

■ 

II 

► 



田 PLIK NE0:6 

ロロ 



入カソース（音源）が2チヤンネルのステレオのとをに使用でをます。 

■ Dimension Control デイメンジヨンコント□—ル 

フ□ントとヴラウンドスピーカーの出カバランスを調整でをます。 

1. [田 PLnx ] を巧してドルビープ□□ジック ix を「入」にする 

2. [田 PL 瓜]を巧した後、 [▲][▼] で"/ WUS / C " を選び、[ミ夫定] 
を巧す 

3. [▲][▼] を押して " DIMEN " を選び、[ミ夫定]を押ず 

4. [▲][▼] を押して調整し、[ミ夫定]を巧ず 

調整範囲；- 3 (サラウンドび強くなる）〜 +3 (フロントび強くなる） 

初期設定： 0 

■ Center Width Control/ センターウイドゥスコント□—ル 

フロントとセンタースピーカーの音を全体的に調整して、より自然な音楽再生びでをます。 

1. [田 PLnx ] を押してドルビープ□□ジック瓜を「入」にする 

2. [田 PLnx ] を巧した後、 [▲][▼] で " MUSK " を選び、 

[ミ夫定]を巧す 

3. [▲][▼] を押して " C - WIDTH " を選び、跌定]を巧ず 

4. [▲][▼] を押して調整し、[ミ夫定]を巧す 

調整範囲： 0 (センターびはつをりする）〜 7 (センターび広びる） 

初期設定： 3 


NEO:6 の "MUSK ： " をさ 6 に調整する 


入カソース（音源）び2チヤンネルのステレオのとをに使用でをます。 

■ Center Image Control/ センターイメージコント□—ル 

フロントとセンタースピーカーの音を全体的に調整して、より自然な音楽再生びでをます。 

1. [ NEO : 巨]を巧して NE 0:6 を「入」にずる 

2. [ NEO : 巨]を巧した後、 [▲][▼] で " MUS に’’ を選び、 

[ミ夫定]を押す 

3. [▲][▼] を押して " C -// I / MGE " を選び、[ミ夫定]を巧ず 

4. [▲][▼] を巧して調整し、[決定]を押す 


調整範囲： 0 (センターびはつをりする）〜 5 (センターび広びる) 
初期設定： 2 
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便利な機能 




入力切換 




T*r ' 日 

曰里 


ミ肖旨 I 




—才ート 

國 


表示 

□ 


スピーカーの音量調整をする 


視聴位置で、フ□ントスピーカーの音と各スピーカーの音びバランスよく聞こえるよラに、 
スピーカーの出カレベルを調整します。 


-本体の [ スピーカ ー A ] を押し、 " ra " を点なさせる。 

•バイワイヤー接続の場合は、 [ スピーカ ー A ] または[スピーカ ー B ] を押し、 

" ra ” と " m " を点なさせる。 

(スピーカー B のみ選択されているとさは、テスト信号び出力されません。） 

1. [入力切換]で機器が接続されていない入力を選ぶ 

-または、接続機器の再生を止めてください。 

2. [音量+、一]で一 30 dB か 5- 3已 dB 程度の音量にずる 

3. [-才ート、テスト]を押ず 

-下記の順に表示されます。 

L 一 C 一 R 一 RS 一 SBR 一 S 日い LS 一 SUSW または、 


C 


巧 


RS 


SB 


LS — SUSW (サラウンドバックスピーカ ー 1本接続時） 


接続設定しているスピーカーからテスト信号び出力されます。 


—乂 t _ — 片 —ぶ' J 、 

L : フロント（左） C : センター R : フ□ント（ち） RS : サラウンド（ち） 
SBR . サラウンドバック（も ） SBL :サラウンドバック（左） 

SS : サラウンドバック （1 本接続時） LS : サラウンド（左） SUSW : サブウー八一 


4. 調整したいスピーカーか5テスト信号び出力されているときに 
[▲] [▼] を巧して、スピーカーの音量を調整する 

.[►] を押すと、テスト信号の出力を;欠のスピーカーに移動させることびでをます。 

調整範囲 ： -20 d 巳〜+10 dB (初期設定： OdB ) 

SUBW のみ'' MIN (最小 )、1 〜 29' MAX (最大）（初期設定： 2か 

瓦[-才ート、テスト]を押して終了ずる 
6. [音量+、一]で通常聞く音量にずる 


〇〇 な知诚 〇〇 

-フロントスピーカーはこの操作では調整でさません。フロントスピーカーの音量調整は 
[音量+、一]でします。 

•左ちフロントスピーカーの音量バランス調整は、「音量バランスの調整をする」33 
ページ）を参照してください。 


一時的に音を消す 


[消音]を押ず 

•消音中は " MU 77 A / G " び点滅表示されます。 

•ちラー度押すと、解除されます。 

• 電源を切ったり、音量操作をしたりすると消音は解除されます。 


情巧を表おさせる 


[表示]を巧す 

•現在の状態（音量、 SFC の設定、デジタル入力（端子名/フォーマット)）び順にスクロー 
ルされます。 

•二重音声を受信しているとをは、受信状態び表示されます。 （^33 ページ） 

• メモ U - した放送局を受信しているときは、チャンネルま号び表示されます。44ぺ一 
ジ） 


リモ n ンで操作ずる音質•音場効果/便利な機能 


お好みで 
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ビエラリンク （ HDMI ) をほう 
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ビエラリンク （ HDMI ) (HDAVI Control ™) とは 

•本機と HDMI ケーブル（別売品）を使って接続したビエラ U ンク対応機器を自動的に連動させて、 U モコン1つで簡単に 
操作できる機能です。各機器の詳しい操作については、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 

※すべての操作びでをるちのではありません。 

• ビエラリンク （ HDMI ) は 、 HDMI CEC (Consumer Electronics Control ) と呼ばれる業界標準の HDMI による〕ントロー 
ル機能をベースに、当社独自機能を追加したちのです。他社製 HDMI CEC 対応機器との動作な証はしておりません。 
♦ビエラ U ンク （ HDMI ) に対応した他社製品については、その製品の取扱説明書をご確認ください。 

•本機はビエラリンク （ HDMI ) Ver .3 に対応しています。 

ビエラリンク （ HDMI ) Ver .3 とは、従来の当社製ビエラリンク ( HDMI ) 機器にも対応した当社基準です。 

(2007 年12月現在） 


ビエラリンク （ HDMI ) ででまること 


ビエラリンク （ HDMI ) を正しく動作させるために 


本機の電源ボタン（リモコン含む）で電源を入れずに、テレビ（ビエラ）のリモコンで r 音声を AV アン 
プか5出ず J を選択してください。（本機の電源が自動的に入りまず。） 

•テレビ（ビエラ）の U モコンで操作します。 

•テレビ（ビエラ）の取扱説明書ちご覧ください。 

1. スピーカー切換びできまず （ r 音声を AV アンプか5出ず」または r 音声をテレビか5出ず」）。 

「音声を AV アンプか5出ず」： 本機びスタンバイ状態のとき、自動的に電源び入り、本機に接続され 

たスピーカーから音声び出力される設定になりまず。 

「音声をテレビか 5 出ず J :テレビ（ビエラ）のスピーカーから音声び出力される設定になりまず。 

•テレビによって、操作は異なります。 

2. テレビ（ビエラ）のリモコンで、テレビ（ビエラ）の電源を切ると自動的に本機の電源も切れまず。 

(この機能は本機の入力び"円 IT 、 "' AM '' または "CD" になっているときは働きません。） 

ビエラリンク （ HDMI ) に対応したレコーダー(ディーガ）と HDMI ケーブルで接続している場合は、 
レコーダー（ディーガ）の電源ち切れまず。 

3. サウンドを切り換えることびできまず。 

(ビエラリンク （ HDMI ) Ve 「.2/ ビエラ U ンク （ HDMI ) Ver . 3対応の当社製テレビ（ビエラ）との組 
み合わせのみ） 

• テレビによって、操作は異なります。 

-モード切り換え時、本機の表示部にヴウンドモード名び表示されます。 

さ引こ、番組情報などに応じて、自動的にサウンドを切り換えることびできまず（才ートサウンド連携） 
(ビエラリンク （ HDMI ) Ver .3 の当社製テレビ（ビエラ）とレコーダー(ディーガ）の組み合わせのみ） 

• テレビによって、操作は異なります。 

•自動で設定をしない場合は、"オート"し:!がのサウンドを選んでください。 

-番組情報などを受け取り、ヴウンドび変更された場合は、本機の表示部にヴウンドモード名び表示されます。 
•すべての番組情報などには対応していません。対応していない場合には、スタンダードモード（ドルビープロ □ 
ジック nx ) になります。 

liTF のよラな場合に働をまず。 

■テレビ（ビエラ）やケーブルテレビで：デジタル放送のま組を視聰中 
■レコーダー（ディーガ）で； 

デジタル放送の番組を視聴中、または再生中 
DVD 、 CD 、 SD などを再生中 

• 録画したディスクによっては、対応していない場合びあります。 

-自動的にヴウンドを切り換えるかどラかの設定びでをます。 

•詳しくは、レコーダー（ディーガ）の取扱説明書をご覧ください。 

OO C お知 S せ) 〇〇 

•テレビ（ビエラ）のリモコンで、チャンネル選択などの操作を行うと、本機の入力び "TV" に切り換わります。 
• HDMI 1 ( BD / DVD レコーダー)端テに接続したレコーダー(ディーガ）を再生すると、本機の入力び自動で 
"BD/DVD R. " に切り換わります。 

-上記しツ外の操作をする場合は、本機の U モコンを使用して<ださい。 

•上記手順1でスピーカー切換を「音声をテレビから出す」にしている場合は、本機からは2チャンネルの音声のみ出 
力されます。 

本機でマルチチャンネル再生を楽しむ場合には、テレビ（ビエラ）の U モコンでビエラ U ンクボタンを押し、スピーカー 
切換を r 音声を AV アンプから出す」にしてください。 

テレビ（ビエラ）の取扱説明書もご覧ください。 

V J 


R 曰 TS 吕 2 吕 












接続 


本機とビエラリンク （HDMI) に対応した当社製テレビ（ビエラ）とレコーダー(ディーガ）を HDMI 
ケーブルで接続しまず。 

OO C お知5せ) 〇〇 

• 当社製 HDMI ケーフルを巧奨します。 

•HDMI □コ’（与表紙）のある 「High Speed HDMI ™ ケーブル」をお買いホめください。 

-108 Op 出力時は、已 .0 m し U 下の HDMI ケーブルをおすすめします。 

品ま： RP - CDHG 10 (1.0 m )、 RP - CDHG 1已 （1' 已 m )、 RP - CDHG 20 (2.0 m )、 RP - CDHG 30 (3.0 m ) など 
- HDMI 規格に準拠していないケーブルでは動作しません。 

• HDMI ケーブルの接続だけでは、本機でテレビの音声を楽しむことびでをません。本機でテレビの音声を楽し 
む場合は、本機とテレビを光デジタルケーブルで接続してください。 

•本機は、ディープカラーをサポートしています。 

本機背面 


テレビ（ビエラ） 


' デジ々ル''! _ 

音声出力（お）_ . 

圆 (ViDMi 映像 •' 

音声出力 

HDMI 入力 ^ 


> 


レコ—ダ_ 
(デイーガ） 


函 


準備：本機の「ビエラリンク （HDMI) を使わない設定にずる」（今38ぺージ）で "ON " になっている 
かを確認してください。 

テレビ（ビエラ）のメニュー操作でビエラリンク （HDMI) 機能を働かせる設定にしてください。 
テレビ（ビエラ）の音声をサラウンドで楽しむときは、テレビ（ビエラ）のデジタル音声出力を"自動" 
に設定してください。 

1. テレビ（ビエラ）む外のずべての機器の電源を入れる。 

2. テレビ（ビエラ）の電源を入れる。 

3. テレビ（ビエラ）の入力を、本機を接続した HDMI 端子に切り換える。 

4. 本機の入力を "BD/DVD R:’ に切り換えて、レコーダー(デイーガ）の画像び正しく映るかを確認ずる。 


〇〇 巧知诚 〇〇 

この設定はし U 下のよラな場合に行って<ださい。 
•お買い上げの直後、初めて本機を接続したとを 
•機器を追加、または接続し直したとを 
•各設定を変更したとを 


±旦 

曰里 


ホームシ ア ターを ワンタッチ操作で楽しむ 


リモコンをレコーダー(ディーガ）に向けて[ワンタッチ再生] 

を押す 

ボタンを押すだけで、し:!下の動作び自動で始まります。 

1 . レコーダー(ディーガ）の電源び「入」になり、選択されているドライブ （ HDD/DVD 
など）から再生び始まります。 

2. テレビの電源び「入」になり、テレビの入力び切り換わります。 

3. 本機の電源び「入」になり、入カソースび ‘ BD / DVDR ." に切り換わった後、本機に 
接続されたスピーカーより音声び出力されます。 

毎=音量を調整する場合[音量+、一]を押す。 

再生中は、テレビ（ビエラ）の U モコンでも音量調整びでをます。 

(音量を調整すると、テレビ画面に本機の音量を調整中であることび表示されます。） 


この機能をほわない設定にずる 


「ビエラリンク （ HDMI ) を使わない設定にする」 （^38 ページ）で " OFF " を選んでください。 


ピエラリンク ( HDMI ) を使う 


お好みで 
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ヴウンドメニユーをほ 3 




回 


〇〇 (お知5せの 〇 

ヴウンドメこュー設定中に [▲][▼] 
[◄][►]、[決定]、原る ] urn 
のボタンを押すと、ヴウンドメ 
こユーの 操作が終了します。 


■サウンドメニュー項目 

ヴウンドメこューには、下記の項目があり、それぞれ設定でをます。 
設定については、各項目をご覧<ださい。 

"CH LEVE し " 一 "S が ジ ’ 一 ‘‘ TREBLE" 一 ‘‘ BALANCE" 

(寺下記） TK ) (今33ぺ-ジ）（与33ぺ-ジ ) t 

I 

"DUAL" 一 "DRCOMP" 一‘‘ W. S." 一 "EX!T" 

33ぺージ） （*4 33ぺージ） （今33ぺージ） 


スピーカーの レベルを調整する 


センター、サラウンド、サラウンドバック、サブウー八 一、 各スピーカーのレベルを調整 
します。 

1. [サウンドメニュ ー] を押す 

2. [▲] [▼] を巧して "CH LEVEL '' を選び、跌定]を巧す 

3. [▲][▼] を巧して調整したいスピーカーを選び、[ミ夫定]を押す 

スピーカー 表示 

C : センター LS : サラウンド（左） flS : サラウンド（ち） 

SBL : サラウンドバック（左） SBR ： サラウンドバック（も） 

SS : サラウンドバック （1 本接続時） 

SUBW ： サブウー八一 

4. [▲][▼] を押してレベルを調整し、[ミ夫定]を巧す 

調整範囲； C 、 LS 、 RS 、 SBL. SBR' SS (1 本接続時）： -20 dB 〜 +fOdB 
SUBW \ ——、 M/W (最小)、 1 〜 29 、 fl/MX (最大） 

巧期設定： C 、 LS 、 RS 、 SBL. SBR. SB ( I 本接続時 ） ：OdB 

SUBW ■, 20 

瓦[サウンドメニュ ー] を巧して"の r /7 •"を選び、 

跌定]を巧して設定を終了する 

設定動作中、ひとつ前に戻るキャンセルずる：[戻る]を巧ず 

OO C お知 S せ) 00 

•サブウー八一の調整で"—— " を選ぶとサブウー八一から音び出ません。 

• サブウー八ーレベルび高い状態で本機の音量を上げると、サブウー八一から出力される 
音びひずんで聞こえることびあります。この場合はサブウー八ーレベルを下げてくださ 
い。 

•[マルチチャンネル再生]ランプび消なしているとさは、サブウー八一がのスピーカー 
は調整でをません。 


ほ巧の調整をずる 


BASS (化域）を調整でをます。 

1. [サウンドメニュ ー] を巧ず 

2. [▲][▼] を押して " S >!\ が"を選び、跌定]を押ず 

3. [▲][▼] を押して調整し、[ミ夫定]を巧ず 

調整範囲； —70 d 目 〜+10 dS 
初期設定； 0服 


4. [サウンドメニュ ー] を巧して"り r /7 ■"を選び、 
[ミ夫定]を巧して設定を終了する 


設定動作中、ひとつ前に戻るキャンセルする：[戻る]を巧ず 
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1. [サウンドメニュ ー] を押ず 

2. [▲][▼] を押して "D 片 COMP " を選び、 

[ミ夫定]を巧ず 

3. [▲][▼] を巧してモードを選び、 

[ミ夫定]を押ず 

OFF . 通常の再生 

STANDARD ；音源に合わせた最適な再生 
ル MX : 常に最大圧縮 
初期設定： OFF 

4. [サウンドメニュ ー] を巧して"の r /7 ■"を 
選び、[ミ夫定]を巧して設定を終了する 

設定動作中、ひとつ前に戻る/キャンセルずる：[戻る]を押ず 

00 (お知5せ) 〇〇 

送られて<る信号の情報に基づを動作するため、効果びない 
場合びあ D ます。 


ウイスパーモードサラウンドをほ用する 


サラウンド再生時のみ効果びある機能です。 

サラウンド再生時にル音量にしてち臨場感のある効果び楽し 
めます。 

1. [サウンドメニュ ー] を巧す 

2. [▲] [▼] を押して " W S ." を選び、 

[ミ夫定]を巧す 

3. [▲][▼] を押して " ON " を選び、 

[ミ夫定]を巧ず 

OFF . ウイスパーモードサラウンドを使用しない 
ON ： ウイスパーモードサラウンドを使用する 
初期設定： OFF 

4. [サウンド メニュ ー] を押して"の r /7 ■"を 
選び、[ミ夫定]を巧して設定を終了する 

設定動作中、ひとつ前に戻る/キャンセルずる：[戻る]を押ず 

00 (お知5せ) 〇〇 

•2 チヤンネルソース入力でドルビープ□ロジック nx 、 

NEO : 日、 SFC を「观にしている場合、効果は使用できま 
せん。 

•スピーカ ー A を「切」にしている場合は、効果は使用でさま 
せん。 


高巧の調整をする 


TREB に搞撕を調整できます。 

1. [サウンドメニユ ー] を押ず 

2. [▲] [▼] を巧して"7■片巧化"を選び、跌定] 
を巧す 

3. [▲][▼] を巧して調整し、[決定]を押す 

調整範囲； - fod 目 〜+10 dB 
初期設定： り 服 

4. [サウンドメニユ ー] を押して " EXIT " を 
選び、[ミ夫定]を巧して設定を終了する 

設定動作中、ひとつ前に戻るキャンセルずる：[戻る]を巧ず 


音量バランスの調整をする 


左ちフロントスピーカーの出カバランスを調整でをます。 

1. [サウンドメニユ ー] を巧す 

2. [▲][▼] を巧して " BALANCE " を選び、 

[ミ夫定]を巧す 

3. [◄][►] を押して調整し、[ミ夫定]を押ず 

スピーカー表示 

L : 左フロント打：もフロント 

•表示部のバーを左ちに動かすことで調整でをます。 

- " L " に近づくにつれて、左フロントに音び寄ります。 

- " R " に近づくにつれて、もフロントに音び寄ります。 

4. [サウンドメニユ ー] を押して " EXIT ” を 
選び、[ミ夫定]を巧して設定を終了する 

設定動作中、ひとつ前に戻るキャンセルずる：[戻る]を巧ず 

00 (お知5せ) 〇〇 
•バーの表示は目安です。 

•スピーカ ー A 、 B とも r 切」の場合は、調整でをません。 


二重音声を切り換える 


二重音声のソースを再生するとをに音声モードを選択するこ 
とびでをます。 

二重音声信号の受信状態は「情報を表示させる」29ペー 
ジ）で確認でをます。 

1. [サウンドメニユ ー] を押ず 

2. [▲] [▼] を巧して"〇化化 " を選び、 

[決定]を巧す 

3. [▲][▼] を巧して音芦を選び、 

[ミ夫定]を押す 

MAIN ： を音声 

SUB '■ 副音声 
M+S : を+副音声 
初期設定 ： MAIN 

4. [サウンドメニユ ー] を押して " EXIT ” を 
選び、[ミ夫定]を巧して設定を終了する 

設定動作中、ひとつ前に戻る/キャンセルずる：[戻る]を押ず 


ル音量でち聞をやす<する 


すこキ J 
でる大 
能すど 
機響な 
縮影夜 
圧に深 
ジ場。 

ン音す 
レ、 ま 
クしし 
ッ縮く 
5圧す 
ナをや 0 
ィ 差さす 
ダの聞で 
る音を利 
すルフ便 
巧最 U に 
にとセ合 
ル音ち場 
夕大でい 
ジ最量な 
デの音せ 
I 号ル出 
ビ肩< を 
ル声な音 
ド音とな 


サウンドメニユ I を使う 


お好みで 
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アンプの設定をする 




基本操作 


各項目を設定する共通操作です。 



U モコンで操作ずる 

本体で操作ずる 

r 巧]期設定_!に入る 

[一初期設定]を 
約2秒間押したまま 
にする 

[戻る、一初期設定] 
を約2砂間巧した 
ままにする 

項目を選ぶ/ 

設定を選ぶ 

項目については、下記を 
ご覧ください。 

[▲][▼] を押して 
項目や設定を選び、 

[ミ夫定]を巧ず 

[入力切換]を回し 
て項目や設定を 
選び、[ミ夫定]を押す 

設定を終える 

[戻る]を数回押し 
て " EXIT " を選び、 

[ミ夫定]を押して 
設定を終了ずる 

•設定をする前の表示に戻り 
ます。 

- EXIT " は初期設定項目を 
選択中に [▲][▼] を押すこ 
とでち選べます。 

[戻る、一初期設定] 

を数回巧して " EXIT " 
を選び、[ミ夫定]を巧 
して設定を終了ずる 

•設定をする前の表示に戻り 
ます。 

- " EXIT " は初期設定項目を 
選択中に [ 入力切換]を回 
すことでも選べます。 

動作中にひとつ前に戻る/ 
キャンセルずる 

[戻る]を押す 

[戻る、一初期設定] 
を押ず 


■ 巧期設定項目 

初期設定には下記の項目びあり、それぞれ設定でをます。 
設定については、各項目をご覧ください。 



OO CB 知5せ) 〇〇 
設定中に[▲][▼]、[ま定]、[戻る] 
外のボタンを押すと、初期設定 
の操作び終了します。 


"D/MME 巧，’ 

一 "TUNER" <- 

- "SLEEP" 

一 ‘‘ SPKS!ZE " - 

一 "DISTANCE 

3已ぺージ） 

(>>44、4已ぺージ） 

(今 3日ぺージ） 

(^3 已ぺージ） 

3已ぺージ) t 

i 

"FILTER FRQ" 

一" yil/TOSETUP" - 

^"LRB^mRE" 

一 ‘‘ SPKR IMP" 夺 

一 ‘‘! N ASSIGN 

36ぺージ） 

(今 3目ぺージ） 

(今 3目ぺージ） 

(^3 目ぺージ） 

(今 37ぺージバ 

i 

"7.1 CH W 

一 " WIRELESS，’^ 

"INPUT MODE" 

^‘‘AUXLEVEU’ - 

一 "HDMr 

37ぺージ） 

(今 37ぺージ） 

(今 37ぺージ） 

(^37 ぺージ） 

(今 38ぺージ) T 

i 

" 妍 £ 顧 70 が ’ 

一 "REMOTE" 卜 

斗 " SOUND DLY" 

一 "yO し MODE" - 

一 "RESET" 

38ぺージ） 

(今 4日ぺージ） 

(今 38ぺージ） 

(今 38ぺージ） 

(今 38ぺージ) T 


"EXIT" 


《1 "TUA/ER" は入力切換を"円 W " または " AM" にしているときのみ表示されます。 
(■^ 44、4已ぺージ） 

《2 "WIRELESS '• はデジタルトランス5ッターび挿入されているとをのみ表示されま 
す。 （^21 ページ） 
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表示部の巧るさを調整する 


部屋を暗くして、映画を見るとをなどに便利です。 

1. 「初期設定」に入るい34ぺージ） 

2. [▲][▼] を押して " DIMMER " を選び、 

[ミ夫定]を押す 

3. [▲][▼] を巧して設定を選び、 

[ミ夫定]を巧す 

調整範囲； DIMMER 1 (巧 ）〜 DIMMER 3 (暗） 
初期設定 ： DIMMER OFF 

4. 設定を終える （^34 ぺージ） 

OOdEDOO 

•解除するには "D/MM£/7 0FF" を選んでください。 

•設定を変更した時点で、明るさはをね0ます。ただし、確定 
するために[ミ央定]を押してください。 


おやすみタイマーをほ用する 


設定した時間び経過すると自動的に電源び切れます。就寝時 
などに便利です。 

1. 「初期設定」に入るい34ぺージ） 

2. [▲][▼] を巧して " SLEEP " を選び、 

[ミ夫定]を巧す 

3. [▲][▼] を押して設定を選び、跌赶を押ず 

調整範囲： OFI =、 30、60、卵、120けリ 

初期設定： OFF 

4. 設定を終える （^34 ぺージ） 

〇〇 [お知らせ ) 00 

•解除するには OFF" を選んでください。 

-設定すると表示部に SLEEP" と表示されます。 

• 一度設定すると、手順2で残り時間び表示されます。 

• 設定をやり直すには、手順 3 でちラー度時間を設定してく 
ださい。 


スピーカーの有無とサイズを設定する 


接続しているスピーカーの有無とサイズの設定を手動で設定でさます。 
スピーカーにより再生でさる周波数帯域は異なります。特にほ域 
を不足することなく再生させるためにサイズの設定を行いまず。 

1 . r 初期設定」に入る （^34 ぺージ） 

2. [▲][▼] を押して "SPKSIZE " を選び、 

[ミ夫定]を押ず 

3. [▲][▼] を巧して設定ずるスピーカーを 
選び、[ミ夫定]を巧す 

SUBW ： サブウー八一 LR ： フロントスピーカー 
C : センタースピーカー S : サラウンドスピーカー 
SB : サラウンドバックスピーカー 

4. [▲][▼] を巧して設定を変更し、 

[ミ夫定]を巧ず 

SUSW (サブウー八一) 

N 0 :接続していない YES . 接続している 
LR (フ□ント ）、 C (センター )、 S (サラウンド） 

NONE (センター、サラウンドのみ）：接続していない 
SMALL ； SMALL (スモール）のスピーカーを接続している 
LARGE : LARGE (ラージ）のスピーカーを接続している 
SB (サラウンドバック） 

A / OW £: 接続していない 

1 -SPK . 1本接続している 2 -SPK : 2本接続している 

初期設定： 

LR (フロント )、 C (センター )、 S (サラウンド ）： SMALL 
SUSW (サフウ ー A -) : YES . SB (サラウンドバック）： 2 -SPK 

瓦設定を終える34ぺージ） 

00 (お知5せ） 〇〇 

- 'SMALC に設をした場合、再生でさる周波数に応じて、ほ域フィルターの周波 
数を設定してください。（購入時は80 Hz に設定されています。） （4 3日ページ) 
• 47 ページのお知らせもご覧ください。 


距離の設定をする 


フロント/センター/サラウンド/サラウンドバックスピー 
カーから視聰位置までの距離を設定することで、視聰位置に 
届く音の遅延時間を自動的に算出し、補正します。 

1. r 初期設定」に入るい34ぺージ） 

2. [▲][▼] を押して "D ほ TANCE " を選び、 
跌定]を巧す 

3. [▲][▼] を巧して設定ずるスピーカーを選 
び、[ミ夫定]を巧す 

L : フロント（左）円：フロント（ち） C : センター 
LS : サラウンド（左） RS : サラウンド（ち） 

SBL ： サラウンドバック（左） 

SBR ： サラウンドバック（ち） 

4. [▲][▼] を押して距離を選び、[決定]を押ず 

設定値： 0.5 〜化 Om (0.1 m 単位で切り換えられます。) 
初期設定： し /?(フロント左、ち） 

C (センター) 

LS . RS (サラウンド左、ち） 

SBL . SBR (サラウンドバックち、 

瓦設定を終える34ぺージ） 

〇〇 (お知5せ) 〇〇 
•自動スピーカー設定（与22、23ぺージ)で、極性を自動補正 
したスピーカーには " L 3.0-" のよラに"一"び表示されます。 

• 自動スピーカー設定22、23ページ）で距離の測定値び 
1已 m を超えた場合、距離の部分び" 01/ 亡/?’’と表示されます。 


3.0 m 
3.0 m 
1.5 m 
ち） 1.5 m 


アンプの設定をずる 


お好みで 
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アンプの設定をずる (つづを) 


ほ巧フイルターの設定をずる 


スピーカーのサイズ （^3 已ページ）び " S / IMLL " の場合に 
設定び必要です。スピーカーび " S / IMLL " の場合は化域を十 
分に再生することびでをません。再生でをる周波数に応じて 
ほ域フィルターの周波数を設定し、不足しているほ域をサブ 
ウー八一に出力させます。 

1. 「初期設定」に入るい34ぺージ） 

2. [▲][▼] を押して "FILTER FRQ " を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押してお域フィルターの周波数 
を選び、[ミ夫定]を押す 

設定した Hz 下の低域をサブウー八一に出力させます： 

40、 60' 80、100、 120' 150、200 ( Hz ) 

初期設定：撕 ( Hz ) 

4. 設定を終える34ぺージ） 

OO C ぉ知5せ) 〇〇 

'SMALL ' にしたすべての スピーカーに 設定されます。 


設定された周波数特性の高域を補正ずる 


設定された周波数特性のラち、高域の音質をお好みに合わせ 
て補正することびでをます。 

1. 「初期設定」に入るい34ぺージ） 

2. [▲][▼] を巧して VIUTO SETUP " を選び、 
[ミ夫定]を巧す 

3. [▲][▼] を押してて"を選び、 
[決定]を巧す 

4. [▲][▼] を巧して設定を選び、 

[決定]を巧す 

OFF :設定された周波数特性を使用しなぃ 
SOFT : 高域をゆるやかに補正 
NORMAL :高域を標準的に補正 
HARD ： 高域を強く補正 

初期設定 ： NORMAL 

已.設定を終える （^34 ぺージ） 


自動スピーカー設定を変更する 


購入時の状態に戻ず 


付属の測定マイクで設定した状態を購入時の状態に戻します。 
(この操作で、[自動スピーカー設定]ランプは消灯します。） 

1. 「初期設定」に入るい34ぺージ） 

2. [▲][▼] を押して ' AUTO SETUP '' を選び、 
[決定]を押す 

3. [▲][▼] を押して " DEE 4 WT " を選び、 

[ミ夫定]を巧す 

4. [▲][▼] を巧して " YES ” を選び、跌定]を巧ず 

YES ： 購入時の状態に戻す 
N 0 ：購入時の状態に戻さない 
初期設定： A /0 

•中止するには ' NO ~ を選ぶ 

瓦設定を終える34ぺージ） 


極性を自動補正しない設定にずる 


正しく接続してしても極性び逆と判定されるスピーカーびあ 
ります。その場合は、極性を自動補正しない設定にして、極 
性を反転させないよラにします。 

1. 「初期設定」に入るい34ぺージ） 

2. [▲][▼] を押して ' AUTO SETUP ' を選び、 
[ミ夫定]を巧す 

3. [▲][▼] を巧して"户〇レ W /7 T " を選び、 

[ミ夫定]を巧す 

4. [▲][▼] を押して " CHECK N 0" を選び、 

[ミ夫定]を押す 

CHECK YES . 通常の自動スピーカー設定をする 
CHECK N 0 :極性を自動補正しない設定にする 

巧期設定 ： CHECK YES 


バイワイヤー接続の設定をする 


フロントスピーカーをバイワイヤー接続した場合、必ずこの 
設定で " yes " を選んでください。 

この設定をしないと、適切に音声び出力されません。 

1. 「初期設定」に入るい34ぺージ） 

2. [▲][▼] を巧して " L 只 BI - W 旧 E " を選び、 
[ミ夫定]を押す 

3. [▲][▼] を巧して " YES ” を選び、 

[ミ夫定]を巧す 

YES . バイワイヤースピーカーを使用する 
N 0 ：バイワイヤースピーカーを使用しない 

初期設定： A /0 

4. 設定を終える34ぺージ） 


ス ピーカーの イジ ピー ダンス設定を 
する 


スピーカーび化負荷インピーダンス時 （4 0) に設定します。 

1. 「初期設定」に入るい34ぺージ） 

2. [▲][▼] を巧して " SPKRIMP " を選び、 

[ミ夫定]を巧す 

3. [▲][▼] を押して "4 OHMS " を選び、 
[決定]を押す 

6 OHMS ： スピーカーのインピーダンスび通常の場合 
4 OHMS: スピーカーびほ負荷インピーダンス （4 0) の 

+曰厶 

场口 

初期設定： 6 OHMS 

4. 設定を終える34ぺージ） 

〇〇 〔お知 S せ) 〇〇 

接続しているスピーカーにインピーダンスび4 0のちのび 
1本でもある場合 、‘4 OHMS " に設定してください。 


36瓦設定を終える34ぺージ) 
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入力端子の割 0 当てををちする 


ひとつの入力を複数の同じ種類の端テに割り当てることはで 
をません。その場合は、後から設定した方び有効になります。 

1. 「初期設定」に入る （^34 ぺージ） 

2. [▲][▼] を巧して "WASSON" を選び、 

[ミ夫定]を巧す 

3. [▲][▼] を巧して入力端子の種類を選び、 
跌定]を巧す 

HDMI 3 (HDMI 3入力 )、 OPn (光1入力)、 

OP 巧 （光2入力)、 OP 口 （光3入力）、 

COAX (同軸入力)、 C / WP の （コンポーネント3映像入力) 
HDMI 1、2と CMPV 1、 2はあらかじめ入力端子の割 
り当てび固定されており、変更はでをません。 

4. [▲][▼] を巧して割り当てる入力を 
選び、[ミ夫定]を巧す 

割り当てることびでさる入力： 

HDMI 3 : CBL (ケーフルテレビ)、 GAME け一し) 

OPT 1、 OPT 2、 OPT 3' COAX ： 

DVR (ブルーレイディスク / DVD レコーダー)、 

BDP (ブルーレイディスク / DVD プレーヤー)、 

CBL ' GAME . CD . TV 
CMPV 3 : CBL . GAME . l / C /? (ビデオデッキ） 

初期設定： 

HDMI 3 : C 巳し、 OPT 1 :口 W 、 0 PT 2 已〇 P 、 

OP 口； 7 V 、 COAX . CD ' CMPV 3 : CBL 
手順3と4を繰り返し、設定を変更 

已.設定を終える （^34 ぺージ） 


サラウンドスピーカーの設置位置を 
設定ずる 


7.1 チャンネルバーチャルサラウンド再生のとをに、ヴラウ 
ンドスピーカーの位置を設定します。 

1. 「初期設定」に入る （^34 ぺージ） 

2. [▲][▼] を巧して "7.1CHVS" を選び、 
跌定]を巧す 

3. [▲][▼] を押して設定を選び、跌赶を押ず 

OFF . 7.1チャンネルサラウンド再生効果を使用しないとさ 
SIDESPK ： サラウンドスピーカーを視聴位置のほぼ横に 
設置しているとを 

REAR SPK :サラウンドスピーカーを視聴位置の後ちに 
設置しているとを 
初期設定 ： SIDESPK 

4. 設定を終える （^34 ぺージ） 


ワイヤレス スピーカーの 設定をする 


当社製 SH - FX 70 (別売）にスピーカーを接続する場合、ワ 
イヤレスサラウンドスピーカーとして使用するか、マルチルー 
ムスピーカーとして使用するかを選びます。 

1. 「初期設定」に入る （^34 ぺージ） 

2. [▲][▼] を巧して "WIRELESS" を選び、 
[決定]を巧す 

3. [▲][▼] を巧して設定を選び、[決定]を押ず 

MULTI ROOM ： マルチルームスピーカーとして 使用するとさ 
SURRSPKR :ワイヤレスサラウンド スピーカーとして 使用するとさ 
初期設定 ： SURR SPKR 

4. 設定を終える （^34 ぺージ） 


入力信号の判別方法を切0換える 


AUTO ' (睛入時の設定）でほとんどの場合問題なく再生でを 
ますび、しツ下のよラな場合には、入力信号の判別ち法を切り 
換えてください。 

• CD を再生して、曲の始まりび途切れる場合は、 "PCM" (PCM 
FIX ) に設定してください。 

-アナログやデジタルに固定することもでをます。 

1. r 初期設定」に入るい34ぺージ） 

2. [▲][▼] を巧して " INPUTMODE " を選び、 
[ミ夫定]を巧す 

3. [▲][▼] を押して設定を変更したい 
デジタル入力端子を選び、[決定]を巧す 

TV . CBL (ケーブルテレビ)、 DVR (ブルーレイディスク 
/ DVD レコーダー )、 BDP (ブルーレイディスク /DVD 
プレーヤ ー )、 CD, GAME 

4. [▲][▼] を押して入力信号の判別方法を選 
び、[ミ夫定]を巧ず 

AUTO . デジタル、アナログの自動料別 

(デジタルの場合、 HDMI び優先されます） 
ANLG : アナ□グに固定 
DIG . デジタルに固定 

PCM . PCM (音楽 CD など）のデジタルに固定 
初期設定： AUTO 

手順3と4を繰り返し、設定を変更 

瓦設定を終える（今34ぺージ） 

00 (お知5せ) 〇〇 

- ■ CSZ." . " GAME ". "TV" と "CD" は、デジタル入力端子 
( HDMI 、 光、同軸）に割り当てられていない場合 一 左記)、 
AUTO " t "ANLG " のみ選択でをます。 

•デジタルに固定した場合、常に表示部に "デジタル入力" の 
表示び出ます。 

• PCM 円 X に設定すると、常に表示部に "PCM" の表示び出 
ます。 

• PCM 円 X 設定時にデジタル接続（光、同軸）で PCM しツが 
のソースび入力された場合は、表示部に " PCMFIX - び点滅 
します。 


か部入力端子に接続した機器の音量を 
大き < ずる 


外部入力端テに接続した機器の音量びルさ <感じられるとを 
に設定します。 

1. 「初期設定」に入る34ぺージ） 

2. [▲][▼] を巧して "AUX LEVEL" を選び、 

[ミ夫定]を巧す 

3. [▲][▼] を巧して "LEVEL HIGH" を還び、 
[決定]を巧ず 

LEVEL LOW . 通常時の音量設定 

LEVEL HIGH ： 音量を大を < したい場合の設定 

初期設定 ： LEVEL LOW 

4. 設定を終える34ぺージ） 

00 (お知5せ) 〇〇 

" L 亡に設定した場合に、音びひずむ場合は "LEVEL 
LOW にしてください。 


00 (お知5せ) 〇。 

詳しくは2已ページをご覧ください。 


37 

RQT9222 


アンプの設定をずる(つづき 


お好みで 



















アンプの設定をする (つづを) 


本機の電源 r 切 J 時の消費電力を下げ 
る（省待機電カモード） 


1. 「初期設定」に入るい 34 ぺージ） 

2. [▲][▼] を巧して "HDMI” を選び、[決定] 
を巧す 

3. [▲][▼] を押して "STWSy" を選び、[決定] 
を押す 

4. [▲][▼] を押して "OFF" を選び、[ミ夫定] 

を巧す 

OFF . 電源「切」時の消費電力を下げる場合 
ON ： スタンバイスルー11ページ）を働かせる場合(電 
源「切」時の消費電力は約0.日 W になります。） 

00 (お知 S せ) 00 

OFF " に設定した場合、し U 下のよラになります。 

-電源「切」時の消費電力び約 0.3 W になります。 

- HDMI 接続しているとをは、スタンバイスルー動作びで 
をなくなります。 

• 電源「切」時のビエラ U ンク （ HDMI ) (与30,31ぺージ） 
は無効になります。 

初期設定： OW 

瓦設定を終える 34 ぺージ） 


ビエラリンク ( HDMI ) をほわない設定 
にずる 


1 . r 初期設定」に入る （^34 ぺージ) 

2. [▲][▼] を押して " HDMI " を選び、 
[ミ夫定]を押す 

3. [▲][▼] を巧して " C 77? L " を選び、 
[ミ夫定]を押す 

4. [▲][▼] を押して " OFF " を選び、 

[ミ夫定]を押す 

OFF: 機能を使わないとを 
OW : 機能を使ラとを 

初期設定： OW 

瓦設定を終える34ぺージ） 


アツ テネーターを 切り換える 


アナログ信号入力で再生中、音びひずんだよラに聞こえる場 
合は "ow (入)"にしてください。 

1. 「初期設定」に入るい34ぺージ） 

2. [▲][▼] を押して " ATTENUATOR " ^ 
選び、[ミ夫定]を巧す 

3. [▲][▼] を押して " ON " を選び、 

[ミ夫定]を巧す 

OFF :切 
OW: 入 

初期設定： OFF 

4. 設定を終える34ぺージ） 
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音声を遅6せて映像とのズレを 
補正する 


1. 「初期設定」に入るい34ぺージ） 

2. [▲][▼] を巧して "SOUND DLY " を選び、 
[ミ夫定]を押す 

3. [▲][▼] を押して設定を選び、 

[ミ夫定]を巧ず 

AUTO . OFF 、 10、20、30、40、60、80、100、12 O ' 
140、 160' 1抓' 200 ( msec ) 

00 (お知5せ) 00 

- "AUTO " はビエラ U ンク ( HDMI ) Ver .3 に対応の当社 
製テレビ（ビエラ）を接続している場合のみ有効です。 
い30、31ぺージ） 

-ビエラリンク （ HDMI ) Ver .3 に対応していない当社製 
テレビ（ビエラ）、ちしくは当社製し U 外のテレビを接続 
している場合で "> IUTO " にしているとをは、 

"40 ' ( msec ) として設定されます。 

初期設定： AUTO 

4. 設定を終える （^34 ぺージ） 


音量値の表巧を数値に巧ちずる 


音量の表示を dB 表示から数値表示に変更でをます。 

1. 「初期設定」に入るい34ぺージ） 

2. [▲][▼] を巧して " WL / WODE " を選び、 
[決定]を巧す 

3. [▲][▼] を巧して表示を選び、 

[ミ夫定]を押ず 

数値表示： 0か5がの表示で音量値を表示するモード（初期値：1め 
祀表示：肥表示で音量値を表示ずるモード湖期値：-が地) 

初期設定： dB 表示 

4. 設定を終える34ぺージ） 

〇〇 (お知 S せ) 〇〇 

• 音量値の表示を変更すると、音量び初期値に戻ります。 


購入時の状態（初期設定）に房す 
(RESET 眶） 


すべての設定を購入時の初期設定に戻します。 

必要に応じて再度設定を行ってください。 

1. 「初期設定」に入るい34ぺージ） 

2. [▲][▼] を押して " RESET " を選び、 

[ミ夫定]を巧ず 

3. [▲][▼] を巧して " YES " を選び、 

跌定]を巧ず 

YES ： U セツトする 
N 0 ： U セツトしない 
-中止するには " N 0 "を選ぶ 
初期設定： A /0 

OO C お知 S せ) 〇〇 

. 1」セツトすると、入刘ま"円 W " (プ U セツトチヤンネル 1) 
に切り換わります。 

4. 設定を終える34ぺージ） 






















へッドホンを使う 




1. [スピーカー A ]、 [スピーカ ー B ] を 押して 
ずべての スピーカーを 「切」にする 

2. [音量+、 一] で音量を下ば、へッドホン 
を接続ずる 

プラグタイプ：0日 .3 mm ステレオ標準プラグ 

3. [ 音量+、一]で音量を調整する 


〇〇 巧知5せつ 〇〇 

-耳を刺激するよ5な大をな音で、長時間聞くことは避けてく 
ださい。 

•すべてのスピーカーを「切」にすることで2チヤンネルの 
みの 再生になり、サラウンドソース（音源）は、強制的に 
2 CH MIX (2 チヤンネルミックス）になります。 （ DVD オー 
デイオのダウン5ックス禁止ソースを除く。） 

-アナログ 8 CH 接続18ページ）で再生しているとをは、 
アナログ 8 CH (与2已ぺージ）は解除されて、8チヤンネ 
ル入力のラちフロント2チヤンネルの音声び出力されます。 


ホ日 

曰ま 


一音のエチケッ I - 

楽しい音楽を時と場所によっては気 
になるをのでず。特に静かな夜間に 
は窓を閉めたり、へッドホンをご使 
用になるのを一つの方法でず。 



音のエチケット 
シンボルマーク 


録音 • 録画 




入力切換 

口 


本機の BD / DVD レコーダー出力端子に接続したブルーレイ 
ディスク / DVD レコーダーなどに録音.録画でをます。 

19ページ） 

録音、録画、再生機器の説明書ちご覧< ださい。 

1. [入力切換]を押して、 

録音-録画するソース（音源）を選ぶ 

-本体の[入力切換]を回すことでち選択でをます。 


2. 録音巧の機器で録音 

3. 録音元の機器で録音 
源）の再生を始める 


録画を始める 
録画ずるソース（音 


〇〇 巧知5せ) 00 

- BD/DVD レコーダー入力端子の映像や音声は、 BD/DVD 
レコーダー出力端テから出力されません。 

•ブルーレイディスク /DVD レコーダー、ブルーレイディスク 
/DVD プレーヤー、テレビ、ビデオデッキ、ケーブルテレビ、 
CD プレーヤーやゲームから録音する場合、アナログ入力端 
子に接続し、 

入力信号の判別ち法を " ANLG " に設定してください。 

37ページ） 

-アナログ 8 CH 入力を選んだ場合は、フロント2チャンネル 
の音声しか録音でをません。 

-操作中は本機の電源を切らないでください。 


アンプの設定をずる(つづま/ヘッドホンを使ラ/録音•録画 


お好みで 
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リモコンでテレビや DVD レ]-ダ-などを操作する 


本機の他、 当な 製 のテレビ、ケーフルテレビ、ブルーレイディスク/ DVD レコーダー、ブルーレイディスク/ DVD プレーヤー 
を本機の U モコンで操作でをます。（ただし操作のでをない機種もあります。）各操作についての詳細は、それぞれの機器の説明 
書をご覧ください。 


操作ずる機器に向けて 



AV 絕器 

^~ [rbtj ~ - 



の图图 
团固固 
团圃 ，1 圓 
H 皿陋 



ア扣グ -1 む-巧みレ 日 S _ 

も面磯 

しかう VTCM CS 


m 



r テレビ-1 


音量 



テレビを操作する 


励 

テレビ操作の 
刖に必ず行つ 
て < ださい。 

本機の入力を "7 V " に切 
り換える/リモコンをテ 
レビ操作モードに切り換 
无る 

A 電 

テレビの電源を入/切ず 
る 


テレビのテレビ/ビデオ 
入力を切り換える 


-テレビ- 

1 + 

立 g 

曰里 

1 - 


テレビの音量を調整ずる 

アナが一巧上ーデジタル 

國國 

地上アナ□グ放送、地上 
デジタル放送に切り換え 
る 

m 

己 S 放送に切り換える 

CS 1/2 CATV 

CS 放送に切り換える 

•押すごとに、 CS 1 と CS 2 
び切り換わります。 


へ 

升則レ 


チヤンネルを選ぶ 

•順に選ぶとを 

圧!图团 
狂]固固 

团吗 。回 
H 四陋 

チヤンネルを選ぶ 

•直接選ぶとを 


ケーブルテレビを操作する 


トプ帖比 

□ 

ケーブルテレ 
ビ操作の前に 
必ず行ってく 
ださい。 

本機の入力を " CABLE 。 

に切り換える/リモコンを 
ケーブルテレビ操作モー 
ドに切り換える 

Avm § 

画 

ケーブルテレビの電源を 
入/切ずる 

社-デ蜘レ 

直] 

地上デジタル放送に切り 
換える 

臣 S 

m 

己 S 放送に切り換える 

[ 

S 1/2 CAT 

V 

ケースレテレビ放送に切 
り換える 


へ 

チが ル 


チャンネルを選ぶ 

- 順に選ぶとを 

の图圓 

团固固 

S 吗 。 m 

H 四歷] 

チャンネルを選ぶ 

•直接選ぶとを 


〇〇 巧知 S せ) 〇〇 
チャンネルを選ぶ場合は、[地上-デジタ 
ル►►]、旧 S 、 ドライブ切換]、に S 1/2 
CATV 、 再生 ►] を先に押して、放送あ式を 
選んでください。 


テレビのチヤンネルび操作でをない場合 

•地上アナログ放送のみ対応のテレビの場合、他の放送切り換えボタンを押すと、テレビ 
のチヤンネルび操作でをなくなります。 

再度、[アナログ-地上 ◄◄] を押して、地上アナ□グ放送に切り換えてください。 



2つしツ上の当社製オーディオ機器を使ラ場合、本機の U モコンを使用すると複数の機器び動作することびあります。 
その場合は、本機の U モコンモードを " RE / W 0 TE 2" に切り換えてください。 

この操作で、 本体とリモコンのモードを同じを号に設定しまず。 


(本体側操作） 

1. r 初期設定」に入る （斗 34ぺージ） 

2. [入力切換]を回して "REMOTE" を還び、跌定]を巧ず 

3. [入力切換]を回して" 7" または" 2" を還び、[ミカ定]を 
巧ず 

1 (初期設定）：本体側の U モコンモードを I にする 
2： 本体側の U モコンモードを2にする 

40 4 .設定を終える （斗34 ぺージ） 


(リモコン 側操作） 

瓦 [FM/AM] を巧ず 

色.[巧赶と [1] または [2] を同時に約2砂間巧したままに 
ずる 

[ 1 ] (初期設定）：1」モコン側の U モコンモードを1にする 

[2] : U モコン側の U モコンモードを2にする 

-手順3で選んだモードま号と同じま号を選んでください。 
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ブルーレイディスク DVD レコーダーを操作する 


操作ずる機器に向けて 


AV^ BD/DVD 
隱 j —— [に - g 


种刘レ 


圧]图回 
团固固 
团吗。圓 
H 皿陋 

丹□グ-社-デジタル 目5 

向 I | P | 1ド謀フ I 

'-7-^/Xl—' _ GS1/2CATV 
-乂干ツプ-ザ 

る 

^ r \ 


本機のリモコンで当社製のブルーレ 
イディスク DVD レコーダーを操作 
ずる場合 

ブルーレイディスク / DVD レコー 
夕'-と本機の U モコンの U モコン 
モードを一致させてください。 


ブルーレイディスク /DVD レコーダーの 
取扱説明書に従って、ブルーレイディス 
ク /DVD レコーダーの U モコンモード番 
号を確認する。 

1. [BD/DVD レコーダー]を巧ず 

2. [決定]を巧したまま、[1]、 [2] また 
は [3] を約2砂間巧したままにずる 

•押した数字ボタンに応じて、「モード1」、 
「モード2」または「モード引び U モ 
コン側に設定されます。 

• 初期設定は、「モード1」です。 

ブルーレイディスク DVD レコーダー 
の ドライブが切り換わ S ない場合 

ブルーレイディスク / DVD レコーター 
側び、本機の U モコンの出ず信号を認 
識していない可能性びあります。 
下記の操作で信号を変更して、ち5 
一度切り換えてみてください。 

1. [BD/DVD レコーダー]を巧ず 

2. [巧定]を巧したまま、 [8] を約2秒 
間巧したままにずる 

元に戻す場合は： 

上記手順2の操作で、[決定]を押したま 
ま、旧]を約2砂間押したままにする 


OO C お知らせ) 〇〇 
ビデオデッキー体型 DVD レコーダーを操 
作する場合は、 [ ドライブ切換]で 、 VHS 
]^1がを選おしてください。 


BD/DVD 

画 

ブルーレイディスク 
/DVD レコーダー操作の 
前に必ず行ってください。 

本機の入力を " BD/DVD R -" に切り換える/リモ 
コンをブルーレイディスク /DVD レコーダー操 
作モードに切り換える 

A 靈 

{ r ?3 

ブルーレイディスク /DVD レコーダーの電源を 
入/切ずる 

圍 

再生を始める 

ザ スキツフ 巧 

トラックやチャプターを巧び越ず（スキップ） 

國国 

L 村/^ 

見たい場所を探ず（サーチ） 

[| 

しリ 

禪 

iTd 

づ MD 

哥 

__ ) 

ス□一再生 

を 1 

m 

1 

ブルーレイディスク /DVD レコーダーの 
機能を呼び出ず 

•機種によっては、「トップメニュー」、「再生ナビ」、 
r 機能選択」、 r 操作一覧」の機能び動作する場合びあ 
0 ます。 

サフメニ： 1- 

© 

サブメニューを表示ずる 

房る 

前の画面に戻る 

〇 

項目を選ぶ 

•隨を画一覧]、旧、サブメニュー]や[スタート]を 
押した後に操作してください。 



選んだ項目を実行ずる 

圧!图固 
团固固 
团固,。回 

H 四陋 

トラックやチャプターを直接選ぶ 

•数字ボタンを押した後、[ミ夫定]を押して実行する機 
種もあります。 

チャンネルを選ぶ 

•直接選ぶとを 


-時卽 

II 


一時停止ずる 

( 


) 

コマ戻し/コマ送りずる 

面 

ブルーレイ ディスク /DVD レコーダーの ドライブ 
( A - ドディスク、ディスク、 SD など）を切り換える 


へ 

チがル 


チャンネルを選ぶ 

•順に選ぶとを 



1 

再生を停止ずる 


リモ n ンでテレビや DVD レ n— 夕—などを操作ずる 


お好みで 


4 
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リモコンでテレビや DVD レコ■ダ■などを操作ずるり づき) 


BD/DVD 

向中 1 

ブルーレイディスク/ 
DVD プレーヤー操作の前 
に必ず行ってくださし、。 


AV 觀 


I ——スキップ¬ 


- 


辑屬 


管 


辑屬 



サブメ ニ： L - 

© 


本機の入力を ‘‘ BD/DVD P -。 に切り換える/ 
リモコンをカレーレイディスク /DVD プレー 
ヤー操作モードに切り換える 


ブルーレイディスク /DVD プレーヤーの 
電源を入/切ずる 


再生を始める 


トラックやチャプターを飛び越ず（スキップ) 


見たい場所を探す（サーチ) 


ス□-再生 


ブルーレイディスク /DVD プレーヤーの 
機能を呼び出ず 

•機種によっては、「トップメニュー」、「每生ナビ」、 
「機能選択」、「操作一覧」「画面表示（□旧 PLAY )」 
機能び動作する場合びあります。 


ヴブメニューを表示ずる 


前の画面に戻る 


項目を選ぶ 

•皮を画一覧]、旧、サブメニュー]や[スタート]を 
押した後に操作してください。 


選んだ項目を実行ずる 


トラツクやチヤプターを直接選ぶ 

•数字ボタンを押した後、[ミ央定]を押して実行する機 
種もあります。 


一時停止ずる 


コマ戻し/コマ送りずる 


再生を停止ずる 


操作ずる機器に向けて 


AV 臟 日 D/DVD 

ホ ダ-] 


ケ省比 BD/DVD 

l __ H 2 k±P 


の图圓 
团固固 

S 巧 ,。 lU 
H 皿陋 

丹□グ-社-デジタル 

图图 

しサづ 


がノネル 


CSl^CATV 


匿 P 


-スキップ¬ 


- 




•テレビ 


立宜 

曰里 

•广邸リ叩 


42 


停止 

■ 


ブルーレイディスク DVD プレーヤーを操作する 


1 SC 



@ 


团圓回 D 陋 
图固吗 
の3团 H 


0 


0 
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U モコンコードを入力することで、受信部のある、当社製の AV 機器を操作でさるよラになります。 

また、同様に一部の他社製 AV 機器も操作できます。コードー覧表を参照し、下記手順でコードを入力してください。 
他社製 AV 機器を操作でをる機能については、 U モコン機能一覧表を参照してください。 


巧応ずる機器に応じて[テレビ]、 [BD/DVD レコーダー]、 
[BD/DVD プレーヤ ー] または[ケーブルテレビ]を巧した 

まま、数字ボタンでコードを号を入力ずる（斗下記） 

(例） FUNAI 製テレビを操作する場合 

[テレビ]を押したままにする^ [1] ^旧]、 [1] ^ 
[己]、に]-に]またはに]-> [日]の順で数字ボタン 
を押す 


□ — r —真泉 


設定後、 U モコンから対応する機器に、電源入/切信号び出さ 
れます。 

正しく設定されていれば、機器の電源び「入」または r 切」に 
なります。何も起こらない場合、別のコードま号を入力してく 
ださい。 


〇〇 巧知5せつ 〇〇 

•本機の U モコンでは操作でをない機種もあります。また、操 
作でをる機種でち、一部の機能び操作でをないことびありま 
す。 

-本機の1」モコンの乾電池を新しく入れたとさは、1」モコン 
コードを入力し直してください。 

■リモコン 機能一覧表 


テレビ 

[電源]、[テレビ、入力切換]、 

[チヤンネル A 、 V ]、[音量+、一]、 
数字ボタンの〜 9) 

レコータ‘一 

[電源]、[►再生]、[■停止]、 
[■■一時停止]、 

[◄◄、►►サーチ/ス □-] (サーチ）、 
[ W < W スキップ](スキップ） 

プレーヤー 

[電源]、[►再生]、[■停止]、 
[■■一時停止]、 

[◄◄、►►サーチ/ス □-] (サーチ）、 
[ W < W スキップ](スキップ） 

ケーブルテレビ 

[電源]、[チヤンネル八、 V ]、 

数字ボタンの〜 9) 



テレビ 

レコーダー 

プレーヤー 

ケーブルテレビ 

Panasonic 

01/02 

01/40/41/42 

01/40/41/42 

01/02/03/04/05/ 
06/07/08/09/10 

Aichi 

Electronics 

- 

- 

- 

42/43 

Aiwa 

13 

02 

02 

38/39/40 

by D:sgn 

14 

- 

- 

- 

Denon 

- 

03/04/05 

03/04/05 

- 

DX Antenna 

- 

- 

- 

15/17/41 

Fujitsu 

27/28 

- 

- 

16/18 

Funai 

15/16/22/29 

- 

- 

- 

Hitachi 

01/06/09/17/30/ 

51/54 

13/14 

13/14 

19/44/45 

Humax 

- 

- 

- 

46 

JVC 

- 

06/07/08 

06/07/08 

20 

Kenwood 

- 

0 白 

09 

- 

LG 

17/33/34 

46 

46 

- 

Marantz 

- 

39 

39 

- 

MASPRO 

- 

- 

- 

11/12/13/15 

Mitsubishi 

01/09/10/17/35/ 

36 

- 

- 

- 

NEC 

05/11/12 

- 

- 

11/21/37 

Onkyo 

- 

15/16/17 

15/16/17 

- 

Others 

34/43/44/45/46 

- 

- 

- 

Philips 

18 

- 

- 

- 

Pioneer 

19/20/42/53 

20/21/22/23/24/ 

25 

20/2V22/23/24/ 

25 

16/17/26 

Samsung 

2V22/23/24/25/ 

26 

26/33 

26/33 

- 

Sanyo 

08/38/39 

27/28/29/30 

27/28/29/30 

- 

Scientific 

Atlanta 

- 

- 

- 

12/14 

Sharp 

04/50/55 巧 6 

10/11/12 

10/11/12 

22/23/24/25 

Sony 

03/37/52 

3 "32/43/44/45/ 
47/48/49 

31/32/43/44/45/ 
47/48/49 

31 。 2 。 3 。 4/35/ 

36 

Sumitomo 

- 

- 

- 

16/17/29/30 

Toshiba 

05/47/48/49 

18/19/34/35/37/ 

38 

18/19/34/35/37/ 

38 

15/27/28 

Victor 

07/31 。 2/40/41 

- 

- 

- 

Wintersat 

- 

- 

- 

47 

Yamaha 

- 

36 

36 

- 


U モコジコードを入力して他の機器を操作する 


リモ n ンでテレビや DVD レ n — ダ—などを操作ずる(つづま 


の 


お好みで 
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ラジオを聞 < 


入力切舆 







m/m 

の图团 

团固固 

团圃回 


チヤンネル 


ミ10 


アす□ブ營デジタル 

画画 

しサ -OTH 
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放を局を記憶させて聞< 


自動で記憶させる（オートメモリー) 


1. FM の場合は76.0 MHz . AM の場合は已22 kHz に合わせる 

4己ぺージ） 

-お好みの周波数から始めることびでをます。 

その場合は、それより前の周波数の放送局は記憶されません。 

- FM 、 AM それぞれ30局ずつ記憶でをます。 

2. 「初期設定」に入る34ぺージ） 

3. [▲][▼] を巧して "TUNER" を選び、跌定]を巧す 

4. [▲][▼] を巧して "AUTO MEMO " を選び、[ミ夫定]を巧す 
瓦 [▲][▼] を巧して " S 7> wr " を選び、[ミ夫定]を巧す 

•中止するには " CANCEL " を選んでください。 

OO C お知5せ) 〇〇 

•才ートメモ U -び始まり、"应 T び点なします。 

•オートメモ U - び終了すると "SETOK" と表示されます。その後、最後に記憶された放 
送局の周波数び表示されます。 

• 電波び弱い、あるいは強すざるなどの理由で正確にオートメモ U —でをないことびあり 
ます。その場合は マニ ユアルメモ U —を行ってください。 

•オートメモ U —中に中止するには[決定]を押してください。 


手動で記憶させる（マニュアルメモリー) 


1. 巧みの放送局を受信する4己ぺージ） 

2. 「初期設定」に入る34ぺージ） 

3. [▲][▼] を巧して "TUNER" を選び、跌定]を押す 

4. [▲][▼] を巧して "/ W の W 0 片 y " を選び、[ミ夫定]を巧す 

瓦 [▲][▼] を巧して記憶させるチヤンネルを選び、[ミ夫定]を押す 

•チヤンネルをミ夫定すると " STORED " び表示されます。 

•続けてメモ U —する場合は手順 1 から行ってください。 

6. 設定を終える34ぺージ） 

•放送受信を “ MONO " に設定した状態ちメモ U - でをます。 （^4 已ページ） 


メモリーした放送局を聞く 


1. [ FM / AM ] を押して、"円 W " または '"AM " を選ぶ 

2. [チャンネルへ、 V ] を押して、チャンネルを選ぶ 

数字ボタンでチャンネルを選ぶ場合 

チャンネル10し U 上の選びち 

例）10 ；[12、含1 0] 一 [1] 一 [10/0] 

2己；[12、含1 0] 一 [2] 一岡 

〇〇 (お知5せ) 〇〇 
本体では操作でをません。 









































周波数を合わせて放送局を選ぶ 


•TUNED :正確に受信すると点な 
• ST ： FM ステレオ放送を受信すると点な 


本体で操作する 


1. [入力切換]を回して、"円 IT または 
'' AM '' を選ぶ 

2. [選局 V 、 A ] を押して、放送局を受信ずる 


U モコンで操作ずる 


1. [ FM / AM ] を巧して、"円 W " または " AM " 
を選ぶ 

2. [◄◄][►►] を巧して、放送局を受信する 

■自動的に選局ずるには（オートチューニング） 

本体の曜局V、 A] またはリモコンの [◄◄][►►] を巧した 
ままにし、周波数表示が変わり始めた5指を離ず 

• 最初に受信した放送局で自動停止します。 

•オートチューニング中、周囲に電波巧害びあると、放送局を 
受信せずに停止することびあります。 

0 O C お知 S せ) 〇〇 

オートチューこング中に中止するには本体の[選局 V 、 A ] ま 
たはリモコンの [◄◄][►►] を押して<ださい。 


ラジオ受信中に巧音がさいとを 


■ FM ステレオ放送で雑音びをいとき （FM モード） 

モノラル音声に切り換えて、雑音を減らします。 

1. 「初期設定」に入る 34 ぺージ） 

2. [▲][▼] を押して " TUNER " を選び、 

[ミ夫定]を巧ず 

3. [▲][▼] を巧して " FMMODE " を選び、 

[ミ夫定]を押す 

4. [▲][▼] を押して " MONO " を選び、 

[ミ夫定]を押す 

•モノラル音声に設定すると表示部に "MONO" び点打し 
ます。 

•解除するには AUTO -を選んでください。 

瓦設定を終える 34 ぺージ） 

■ AM 放送で雑音がをいとき（ビートプルーフモード) 

1. 「初期設定」に入る 34 ぺージ） 

2. [▲][▼] を巧して " TUNER " を選び、 

[ミ夫定]を巧す 

3. [▲][▼] を押して "S もげ户片〇 OF " を選び、 
跌定]を巧ず 

4. [▲][▼] を巧して " MODE 1 " または 
"MODE 2 " を選び、跌定]を巧す 

初期設定： M 0 DE 1 

己.設定を終える 34 ぺージ） 

00 ( お知5せ) 〇〇 

" MODE ，"と " MODE 2" は、変更して音び改善されるちを 
選んでください。 


ラジオを聞< 


お好みで 


が 
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その他の情報 


パイワイヤー巧応の スピーカーを 接続 
ずるとをのお知6せ 


バイワイヤー対応のスピーカーとは、高周波域と化周波域で 
独立した接続端テびあるスピーカーのことです。20ぺ一 
ジ） 

•バイワイヤー接続すると、高周波域と化周波域で相互干渉び 
な<なり、高音質な再生び楽しめます。 

• HF は高周波域、 LF は低周波域のことです。 


SH - FX 70 でサラウンドス ピーカーな 
どをワイヤレスにずるとをのお巧6せ 


•サラウンドスピーカーなどをワイヤレスにした場合の音声出 
力は、け下のよラになります。 (^21 ページ） 

■最大で、 7.1 チャンネル再生になります。 （ SH - FX 70 び 
2台必要となります。） 

SH - FX 70 を使巧して 7.1 チャンネル再生を楽しむため 
のサラウンドセレクターの設定については、 SH - FX 70 
の取扱説明書をご覧 < ださい。 

付属の測定マイクで自動のにスピーカーの設定をずる場合 

先にデジタルトランス5ッターを差し込んでください。 
設定後に差し込むと、設定び無効になります。 

また、差し込んだ状態で設定したとさは、デジタルトラ 
ンス5ッターを抜くと、設定び無効になります。 


本機で再生でをるデジタル信号 


•接続している機器により、再生される状態び異なります。（巧 
応していない場合、再生でをないことちあります。） 

詳しくは、再生機器の取扱説明書をご覧ください。 

-各デジタル信号の詳細については r 用語解説」一48ページ） 
を参照してください。 

■AAC 


音青信号のディスプレイ表示 


デジタル入力 
DTS96/24DTS-ES AAC 
□□DIGITAL EXDDEX 
□□PLnxNE0:6SFC 


の DIGITAL 

ドルビーデジタルデコーダーが動作しているとさ 

田 CHGITALEX 

ドルビーデジタルの已 .1 チヤンネルやドルビーデジタル EX 
にドルビーデジタル EX デコーダー （ ドルビープ□□ジック 
瓜デコーダー）が動作しているとき（サラウンドバックスピー 
カーを1本接続している場含のみ表示） 

田 EX 

DTS 和 AAC の己. 1 チヤンネルにドルビーデジタル EX デコー 
ダー（ドルビープ□□ジック nx デコーダー）が動作している 
とを（サラウンドバックスピーカーを1本接続している場合 
のみ表 7 x 0 

の PL nx 

ドル ビープ □□ジック nx デコーダーを 使用しているとき 

AAC 

AAC デコーダーが 動作しているとを 

田 PLU 

サラウンドバックスピーカーが無い場をに、2チヤンネルの 
ステレオソースにドル ビープ □□ジック Ux デコーダーを 使用 
すると表示されます。（ドル ビープ □□ジック n デコーダーを 
使巧しているとを） 

DTS 

DTS デコーダーが 動作しているとさ 

DTS 9色/24 

DTS 目目/ 24 デコーダーが 動作しているとを 


BS デジタル放送など 


ドルビー デジタル ドルビー デジタル サラウンド 

■ Dolby Digital (Dolby Digital Surround 

イ-エツクス ドルビー デジタル ドルビー トウルー I けディ - 


EX、Dolby Digital +. Dolby TrueHD も 
含む） 


ブルーレイディスクや DVD など 


DTS-ES 

DTS-ES デコーダーが 動作しているとさ 

NE0: 色 

DTS NE 日:6デコーダーを使用しているとを 

SFC 

SFC 機能を使用しているとき 


了ィー了ィー エス 了ィ ー T ィ ー I ス イー エス T ィー了ィー エス T ィー了ィー エス I イチ T ィー 

■ DTS ( DTS - ES、DTS 9巨/24、 DTS-HD 
も含む） 

ブルーレイディスクや DVD など 


■ PCM (2 チヤンネル） 

CD や DVD オーディオなど 

-本機では、 HDMI 端子と同軸デジタル入力端テは 
192 kHz まで、光デジタル入力端テは日日 kHz まで再 

/マホ丰す 

- 88.2 kHz 、 9日 kHz 、 1 76.4 kHz 、 192 kHz の周波数 
を持つ信号び入力されると、その周波数び表示部に出ま 
す。 


■マルチチヤンネル LPCM (リニア PCM ) 

ブルーレイディスクや DVD オーディオなど 

- HDMI 接続をしている場合では、192 kHz までのマルチ 
チヤンネル LPCM 信号を再生でをます。 
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自動スピーカー設定についてのお知5せ 


• スピーカーの配置やち向などの条件により、正し<設定され 
ない場合びあります。 

-な域フィルターの設定は、サイズを SMALL と判定したス 
ピーカーで、1ま低い周波数まで出せるスピーカーの周波数 
に設定されます。 

-左ちのスピーカーのサイズび違ラ場合は両方とち SMALL に 
設定されます。 

•サラウンドス ピーカーと サラウンドパックス ピーカーの サイ 
ズび違う場合は、すべて SMALL に設定されます。 

•サブウー八一を接続せずに自動スピーカー設定を実行す 
ると、左ちフロントスピーカーのサイズび SMALL でも、 
LARGE に設定されます。 

• r バイワイヤー接続の設定をする」 （^3 日ページ）で 
YES " に設定している場合、左ちフロントスピーカーの極 
性の検出と補正はされません。 

•自動スピーカー設定動作中は、ビエラリンク ( HDMI ) 機能 
(与30、31ぺージ）は働をません。 

•消音中 （^2 日ページ）は、自動スピーカー設定機能は使用 
でをません。 

• 距離び1已 m の範囲を超えた場合は、1已 m として設定され、 
「距離の設定をする」 （^3 已ページ）で "0 化/?"とま示さ 
れます。 

• 極性を自動補正したスピーカーには「距離の設定をする」 

一3已ぺージ）で " L 3.0-" のよラに"一"びま示されます。 


スピーカー サイズについて 


LARGE ( ラージ） 

十分なほ域び再生でをるスピーカー。 

SMALL ( スモール） 

LARGE のを件に満たないスピーカー。サブウー八一を接続 
することで十分な低域を再生することびでをます。スピーカー 
のサイズを手動で変更するには、「スピーカーの有無とサイズ 
を設定する」 （^3 已ページ）を参照してください。 


ほ巧フイルターについてのお知6せ 


• スピーカーび SMALL の場合は、化域を十分に再生でさませ 
ん。 

•再生でをる周波数に応じて化域フィルターの周波数を設定 
し、不足しているな域をサブウー八一に出力させます。 


スピーカー巳についてのお巧6せ 


• スピーカー B のみを使用した場合は、2チャンネルの再生に 
なります。 

• スピーカー B のみ選択している場合に、入力びサラウンド 
ソースであれば、 "2CH MIX" び表示されます。 

• アナ□グ 8 CH 接続をしているとさは、フロント2チャンネ 
ルの音声び出力されます。 

• スピーカー B のみ選択している場合、「スピーカーの有無と 
サイズを設定する」 （^3 已ページ）の設定に関わらず、し U 
下の動作状態に固定されます。 

スピーカーのサイズ； "レ 1 RGE ’’ （ラージ） 

サブウー八一:"/ V 0" (無し）（做或成分はフ□ントスピー 
力一から出力されます） 

•自動スピーカー設定い22、23ぺージ）での設定は無効 
になります。 


パイアンプのお巧5せ 


バイワイヤー接続のとを、アナログ音声や2チャンネルの 
PCM 信号を再生させると自動的に機能します。 

-フロント用とサラウンドバック用のアンプを利用して、ス 
ピーカーの高域と化域を別々に駆動する機能です。 
•[サラウンド]を「切」にしてください。 （^27 ぺージ） 

• アナログ 8 CH のとをはバイアンプ機能は使用でをません。 
•機能び働いているときは[バイアンプ]ランプび点なします。 
(^4 ページ） 


本機 



バイワイ ヤー 
ス ピーカー 


アナ□グ 8 CH 接続の場合のお知6せ 


ブルーレイディスク / DVD プレーヤー側の設定はお使いの機 
器に合わせた設定にしてください。 


スピーカーの有無とサイズの設定につ 
いてのお巧6せ 


LR ( フ □ ント）を " LARGE " にした場合 

-アナログ信号や PCM 信号をステレオで再生している場合、 
サブウーノ V —からちな域の音声び出力されます。 

-ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC の2チャンネルの信号をス 
テレオで再生している場合、ソースに含まれる LFE 厘な音 
効果チャンネル）信号し U 外は、サブウー八一から出力されま 
せん。 

•下記の場合、自動的に設定されます。 

LR (フロント）を。如 MLL " にすると 、 SUSW (サブウー八一） 
は。化 S"、SUSW (サフウー八一）を" N 0"にすると 、 LR (フ 
□ント）は ‘‘ L >!\ RG 亡’’ 

■SB (サラウンドバック）は S (サラウンド）び " NONE " の 
場合、表示されません。 

•SS (サラウンドバック）のサイズは、 S (サラウンド）で選 
択したサイズと同じになります。 

• スピーカーの 本数を変更すると、自動 スピーカーの 設定は無 
効になります。（^22、23ぺージ） 

-「スピーカーサイズについて」左記）ちご覧ください。 


その他の情報 


ご参考 
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用語解説 

アナ□グ 

一般的な再生機器に装備されている左 （ L ) /ち （ R ) 音声出力 
端テからの音声を、アナログ音声と呼びます。 

サラウンド信号 

フ□ント、センター、サラウンドチャンネルで構成された音 
声信号です。 

ヴンプ U ング周波数 

ヴンプリングとは、音の波（アナ□グ信号）を一定時間の間隔で 
刻み、刻まれた波の高さを数値化（デジタル信号化)ずることでず。 
1秒間に刻む回数をヴンプ I 」ング周波数といい、回数び多ければ 
をいほど原音に近い音を再現でを、高音質になります。 

ダイナミックレンジ 

機器び出すノイズにラちれてしまわない最ル音と、音割れ 
しない最大音との音量差のことです。 

ディープカラー 

本機は、ディープカラーをサポートしています。 

ディープカラーとは、 HDMI でヴポートする高画質化技術の 
一つで、現がの各色8ビットを超えるカラー階調に対応する 
ことで、現行の約1己77万色から数十億色まで表現可能な色 
数を増やす巧術です。 

デコーダー、デコード 

DVD などに符号化して記録した音声データを通常の音声 
信号に戻す装置をデコーダーといいます。また、この処理を 
デコードといいます。 

デジタル 

デジタル端テは一般的に、ブルーレイディスクレコーダー、 
DVD レコーダー、ブルーレイディスクプレーヤー、 DVD プ 
レーヤー、 CD プレーヤーなどに装備されています。ドルビー 
デジタルや DTS などのデジタル音声を聞くとさは、デジタ 
ル端テと接続しておく必要びあります。 

光 （ OPTICAL ) デジタル 

DVD や CD などのデジタル信号を入出力するための信号で 
光デジタルケーブルを使用して接続します。アナログよりち 
再生や録音びさらに高品位になります。 

AAC 信号 

目 S デジタル放送や地上波デジタル放送に採用されている 
圧縮音声です。サラウンド音声を再生でをます。 

CPPM 

コンテントプ□テクシヨンフォーフリレコーデイッドメディア 

Content Protection for Prerecorded Media の略。 

DVD オーディオのファイルコピーを防止する著作権保護技術です。 

Dolby Digital 

ドルビー社の開発したデジタル音声の圧縮ち式です。ステレオに 
チヤンネル）はをちろん、サラウンド音声にを対応しており、大量 
の音声データを効率よ<ディスクに収めることびでさまず。 


Dolby Digital + 

ドルビーデジタルの改良版で、さらなる高音質、 5.1 チヤン 
ネルし U 上のをチヤンネル、より広いビットレートを実現して 
います。 


ドルビー プロ □ジツク ドルビー プロ □ジツク 

Dolby Pro Logic n/Dolby Pro Logic Ex 

ドルビーサラウンドだけでなく、 2 チャンネルで記録された 
あらゆるソースを、より U アルな音場で已.1/7.1または己.1 
チャンネル音声に変換します。従来の2チャンネル音声（モ 
ノラル音声は除く）だけで記録されたちい映画も、己. 1/7.1 
または日.1チャンネルの迫力ある音声で楽しめます。 

ドルビートウルー 

Dolby TrueHD 

DVD オーディオで採用されている MLP □スレスの機能あ張 
版でスタジオマスターの音声データを完全に再生する高品位な 
音声ち式です。 

ブルーレイディスクなどに使用される場合にのみ Dolby True 
HD び使われ、 DVD オーディオフォーマツトでは使用するこ 
とはでをません。 

ディ-ティ-エス デジタル シア ター シ ス テ ム 

DTS (Digital Theater Systems ) 

映画館で多く採用されているサラウンドシステムでず。チャンネ 
ル間のセパレーシヨンち良く、 I 」アルな音響効果び得日れまず。 

DTS 96/24 

96 kHz • 24ビツトに高音質化された DTS で、 DVD ビデオ 
などで採用されています。下位互換性により DTS 9己/24非 
対応機器では48 kHz • 24ビツトで再生されます。 

デイーテイーエス イーエス 

DTS - ES 

DTS の改良版で、已 .1 チャンネルにサラウンドセンターを加 
えた日.1チャンネルで再生でをます。 


アィーティ ー I ス エイチディー 

DTS - HD 

映画館で採用されている DTS をさらに高音質/高機能化した 
音声方式で、下位互換性により従来の AV アンプでち DTS と 
して再生でをます。 

エンコードち式とビツトレートに応じてをに、 DTS-HD 
Master Audio , DTS-HD Hi 目 h Resolution Audio、DTS 
Digital Surround の 3 種類に分けられます。 

フオーマツト自体は2048チヤンネルまで対応していますび、 
次世代 DVD (ブルーレイディスクなど）の規格では最大8チヤ 
ンネル （7.1 チヤンネル）となります。 


エイチディーエムアイ 

HDMI 


A イデフィニションマルチメディアインターフェイス 


HDMI は High-Definition Multimedia Interface の略です。 
1本のケーブルで映像と音声のデジタル信号が伝送でさます。 
また、コント□ール信号も伝送でさます。 


エルビーシーエム ピーむー エム 

LPCM (リニア PCM) 


PCM 方式の一種で、圧縮せずにデジタルに置を換えられた音声 
信号です。音楽 CD などで使われている方式でず。また、ブルー 


レイディスクや DVD オーデイオなどでは、マルチチヤンネル 


の LPCM び使われており、より高音質な再生び巧能です。 

本機では、 7.1 チヤンネルまでの LPCM を入力ずることびでさま 


す。 


白こ■ミニ■ご^- パルスコードモジュレーション 

PCM (Pulse Code Modulation) 

アナ□グ音声をデジタル音声に変換する方式の]つです。 


ドルビーデジタルサラウンド 

Dolby Digital Surround EX 

ドルビーデジタルの改良版で、已 .1 チヤンネルにサラウンド 
センターを加えた日.1チヤンネルで再生でをます。 


カラー 

x . v.Color 

広色域色空間の国際標準規格 rxvYCC 」 に準拠した製品の 
名称です。 


108 Op 

デジタル八イビジョン映像の1つです。 

実際の画面を構成する有効走査線数は1080本で、細部まで 
をれいに表現されます。また、上から順に走査するプ□グレッ 
シブ方式で、ちらつをの少ない画像になります。 
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仕様 


■ アンプ部 

実用最大出力（サラウンドモード各 ch 動作時） 


(し円） 


100 W 


1日日 W (目0、」曰 TA) 
1日日 W (日0、」曰 TA) 
1日日 W +1日日 W (日0、」曰 TA) 
1日日 W +1日日 W (日0、」曰 TA) 
1日日 W +1日日 W (6 0、」曰 TA) 
40 kHz, (出力日日 W、 目0、日.白％) 


フ□ント 
センター 

サラウンド （L R ) 

サラウンドバック （L R ) 

実用最大出力（ステレオ時） 

出力帯域幅 4HZ- 

全高調 ミ 皮ひずみ率 
Half 0 T rated power at 1 kHz 
負荷インピーダンス 
フ□ント ( L / R ) 

A または B 
A と B 
BI-WIRE 
センター 

サラウンド （L R ) 

サラウンドバック （L R ) 

周波数特性 

CD 、 巧逊 5 入力、テレビ、ゲーム、ケーブルテレビ、 
ビデオデッキ、 BD / DVD プレーヤー / BD プレーヤー 8 CH 、 


0.3 % (6 n) 


4〜1目0 
目〜1目0 
4〜1日0 
目〜1目0 
目〜1目0 
目〜1目0 


BD/DVD レコーダー 
入力感度入カインピーダンス 

4 Hz - 40 kHz 、 ± 2 d 巨 

CD 、 外部入力、テレビ、ゲーム、ケーブルテレビ、 

ビデオデッキ、 BD / DVD プレーヤー / BD プレーヤー 8 CH 、 

BD/DVD レコーダー 
信号巧雑音比 （S N 比） 

2日日 mV /22 kO 

CD 、 テレビ、 BD / DVD プレーヤー、 

巨 D DVD レコーダー（デジタル入力) 

97服 

卜ーンコント□-ル特性 


低音 

己0 Hz 、 +10〜一10 dB 

局音 

定格出力電圧 

20 kHz ' +10〜一10 dB 

巨 D DVD レコーダー出力 

200 mV 

デジタル入力（光） 

3 

個軸） 

1 

HDMI 入力（デイープカラー対応） 
HDMI 出力（デイープカラー対応） 

3 

1 


本システムは、ビエラリンク Ver .3 にあ f 応していまず。 
■ FM チューナー部 
受信周波数帯 
実用感度 
全高調ひずみ率 
MONO 
STEREO 
アンテナ端子 
■ AM チューナー部 
夏信周波数帯 
■ 映像部 

出力電圧 （1 V 入力時） 

最大入力電圧 

入出カインピーダンス（アンバランス） 

コンポジットビデオ 


76.日〜9日.日 MHz 
16.3 dBf (3.6 u V. IHF ' 已 8) 

0.3 % 
日.己％ 
7已 Q (不平衡型） 

已22〜1629 kHz 

1 ± 0.1 Vp-p 
1.已 Vp-p 
7巳0 


入力 

出力 

S - ビデオ 
入力 


BD/DVD レコーダー、 BD/DVD プレーヤー、 
ビデオデッキ、ケーブルテレビ、ゲーム、外部入力 
テレビモニター、巳 D/DVD レコーダー 


BD/DVD レコーダー、 BD/DVD プレーヤー、 
ビデオデッキ、ケーブルテレビ、ゲーム、外部入力 
出カ テレビモニター、目 D/DVD レコーダー 

コンポーネントビデオ 

入力 日 D/DVD レ〕ーダー、 巳 日/ DVD プレー巾一、ケープルテレビ 

出カ テレビ モニター 

■総含 
電源 

消費電力 

寸法（幅 X 高さ X 奥行を） 430 mm X 

質量 
動作温度 

動作湿度 2日％〜 


AC ] 00 V、己0/60 Hz 
140 W 

1己8.已 mm X 33白 mm 
約已 k 复 
日で〜4日で 
80 % (結露のないこと） 


電源スタンパイ時の消費電力 

約 0.6 W 

省待機電カモード時 

約 0.3 W 


ま） 

1. この仕様は、性能向上のため変更することびありまず。 

2. 全高調波ひずみ率は、スぺクトラムアナライヴーによる第]日次高 
調波までの総和です。 


「JISC 61000 -3-2 適合品」 

: JISC 61000-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両 
立性一第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 （1 相 
当たりの入力電流が 20 A 1 U 下の機器)」に基づき、商用 
電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設計-製造 
した S 品でず。 


こんな表示が出た6 


表示 

原因/巧策 

1 

U701 

HDMI 接続した機器び、本機の著 
作権な護に対応していません。 

2 

U704 

HDMI 接続で、本機び対応していない映 
像フォーマットを受信しました。接続し 
た機器の設定を確認してください。 

3 

U703 

• HDMI 接続で異常びあります。し U 
下の処置をしてください。 

それでち直らないとをは、販売店 
にご相談ください。 

一接続した機器の電源を「切/ 
入」して< ださい。 

- HDMI ケーブルを抜き差しし 
てください。 

一本機出力側の接続台数び2台を 
超えないようにしてください。 

4 

U30 REM2 
または 

U30 REM1 

1」モコンモードを設定し、本体と1」モ 
コンのモードを合わせて<ださい。 

び表示された場合、1」モ 
コン側のモードを" 2" にして<ださい。 
"のり/? EMf び表示された場合は、1」 

モコン側のモードを "■/" にして<ださ 
し、。 （^40 ぺージ） 

已 

CANCEL MUTING 
FUNCTION 

消音機能び働いています。 

U モコンの[消音]を押して解除し 
てください。 （^2 日ページ） 

6 

NO C AND LS/RS 
SPEAKERS 

センターとサラウンドのスピー 
カーが「無」の設定になっています。 
「有」の設定にしてください 

3已ぺージ）。 

7 

NO LS/RS 
SPEAKERS 

サラウンドスピーカーび「無」の 
設定になっています。「有」の設定 
にしてください（与3已ぺージ)。 

8 

NO LS/RS 

AND SBUSBR 
SPEAKERS 

サラウンドとサラウンドパックの 
スピーカーが「無」の設定になっ 
ています。「有」の設定にしてくだ 
さい （^3 已ぺージ)。 

9 

NO SBUSBR 
SPEAKERS 

サラウンドバックスピーカーび 
「無」の設定になっています。「有」 
の設定にしてください3已ぺ一 
ジ)。 

10 

NOT POSSIBLE 
FOR ANALOG 
8CH INPUT 

アナ□グ 8 CH には使用でをない 
効果を使用しよラとしています。 

11 

NOT POSSIBLE 
FOR THIS INPUT 
SOURCE 

現在の入カソースには使用でをな 
い効果を使用しよ5としています。 

12 

PCM FIX 

(点滅） 

PCM 円 X モードになっています。 
解除してください。 （今 37ページ） 

13 

SELECT 
SPEAKER A 

スピーカ ー A び「切」になってい 
ます。スピーカー A を選択してく 
ださい。 （^24 ぺージ） 

14 

SPEAKERS ARE 
OFF 

スピーカーの A と B び「切」になって 
いまず。どちらかのスピーカーを選択 
してください。（与24、2巳ぺージ） 

1已 

NOT SUPPORT 
FOR THIS 
WIRELESS 
SYSTEM 

このワイヤレスシステムには対応 
していません。21ぺージ） 
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用語解説/仕様/こんな表示が出た5 


ご参考 






























K 障かな!？ 


修理を依頼される前に、この表で症状を確かめて<ださい。なお、これらの処置をしてち直らない場合や、この表！;(がの症状は、 
お買い上げの販売店にご相談<ださい。 


こんなとさは 

ここを確認、処置して<ださい 

ぺージ 1 


なほ 

電源が入 S ない。 

•電源プラグびコンセントに正しく接続されているか、確認してください。 

10 

機器の再生を始めてち音や映像が 
出ない。または音びおかしい。 

• 音量を確認して < ださい。 

-スピーカー表示び消なしている場合は、スピーカー A または B を選択し 
て < ださい。 

•入力切換（音源）を正し<選択して<ださい。 

•「消音」を解除してください。 

-本機で再生でをるデジタル信号か確認してください。 

•スピーカーや機器び正しく接続されているか確認してください。 

-入力端テの設定を確認して<ださい。 

•PCM FIX モードを解除してください。 

• DVD オーディオでは、著作権の関係上、デジタルで音声び出力でをない 
場合びあります。 

13、24 
22、24、25 

13、24 
29 

46 

8〜11、14〜21 
37 

37 

音が出なくなった。 

本機は異常を検出すると、保護回 
おび働いて、電源を自動のに切り 
まず。 

-スピーカー コー ドの©と©びシ ヨー トしていませんか。 

•スピーカーインピーダンスび本機の許容範囲よりほくないですか。 

•著しい大音量で聞いていませんか。 

-異常に暑い場所で使用していませんか。 

-カーテンや異物により、排気礼をふさいでいませんか。 

原因を解消して、しばらく待ってから再び電源を入れてください。（な 
護回路の動作び解除されます。）（それでち同じ現象び起こる場合は販売 
店にご相談ください。） 

8 

8、20 

"F □□- が表示され、電源が切 
れる。（□□には数字が入りまず） 

•電源を切り、電源プラグを抜いた5えで、販売店にご相談ください。 

— 

表示部が暗い。 

- "DIMMER ' (ディマー)を解除してください。 

吕已 

再生中、カチッと音がずる。 

- DVD などを再生すると、入力信号によりバイアンプ機能び自動的に切り 
換わります。その際、カチッと音びしますび、故障ではあ D ません。 

— 


測定マイク 

"MEASURING ERROR ” と表示 
される。 

•原因び特定でさないエラーび発生しました。再度、測定をやり直してください。 

-スピーカーまでの距離び遠すざます。設置場所を確かめて<ださい。 

22. 23 

距離の設定3已ページ）で、 
スピーカーに " L 3.0 - のよラ 
に"一"び表示される。 

•極性を自動補正したスピーカーに表示されます。 

^極性を自動補正しない設定ちでをます。 

36 

距離の設定3已ページ）で、 
距離び " OVER ’’ と表示される。 

-距離の測定値が1已 m を超えた場含に表示されます。スピーカーの設置 
などを確認して < ださい。 

— 


音質-音場巧ま 

センタースピーカー、サラウンド 
スピーカー、サブウー八一か S 音 
び聞こえない。 

•スピーカーやサブウー八一の有無、または、サイズの設定を確かめてください。 

-ドルビープ□□ジック nx 、 NE 日:目、 SFC の設定を確かめ、適切なモー 
ドを選んで < ださい。 

•2 チヤンネルのステレオソースの場含は、[サラウンド]を「入」にしてください。 

22、23、3巳 
26〜28 

11、27 

サラウンドバックスピーカーか S 
音び聞こえない。 

•スピーカーの有無とサイズの設定を確かめて < ださい。 

•[サラウンド]を「入」にしてください。 

22、23、3巳 

11、27 

ドルビープ□□ジック nx や 

NEO :6、 SFC び使えない。 

•センタースピーカー、サラウンドスピーカー、サラウンドバックスピー 
力一の接続を確認して < ださい。 

•スピーカ ー A を「入」にしてください。 

-アナ□グ 8 CH を解除してください。 

• BS デジタル放送などの二重音声には使用でをません。 

8、吕 

24 

2己 

BS デジタル放送で二重音声放送 
の切り換えがでをない。 

• BS デジタルチューナーの音声出力を AAC に切り換えてください。 

— 


ラジオ 


-アンテナの向をや位置を変えてみてください。 

•音質の調整で、高域 {' TREBLE ") を調整してみてください。 

33 

受信でをない。 

雑音やひずみびをい。 

•本機、ブルーレイディスク / DVD レコーダー、ブルーレイディスク/ DVD プ 

21 

レーヤー、テレビやビデオデッキから AM ループアンテナを離して<ださい。 

• FM 屋外アンテナに替えてみてください。 

-アンテナと他のコードを遠ざけてください。 

21 



• AM 受信の場合、「ビートプルーフモード」でモードを切り換えてみてください。 

4己 
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こんなとさは 

ここを確認、処置してください 

ぺージ 1 


HDMI 

DVD やブル-レイディスクな巧ルチチャンネ 
ルの音声が2チャンネルで再おれる 。 (Dolby 

D 间ね1や Dolby TrueHD などマルチチャンネ 
ルを示ずインジケ-夕-な相なしません） 

•ビエラ U ンク （ HDMI ) を使用している場合、スピーカー切換を信声を 
テレビから出す」にしているときは、本機からは2チャンネルの音声の 
み出力されます。テレビ（ビエラ）の U モコンのビエラ U ンクボタンを 
押し、スピーカー切換を「音声を AV アンプから出す」にしてください。 

30 

HDMI 接続で、始めの数砂間の音 
声び再生されない。 

• DVD などをチャプターから再生した場合に、起こることびあります。し U 
下の処置をしてください。 

-フルーレイディスク/ DVD レ]-ダーまたはフルーレイディスク/ DVD プレー 
ヤーのデジタル音声出力の設定をビットスト U —ム設定から PCM 設定にしてく 
ださい。（ただし、巨.1チャンネルソースは已 .1 チャンネルで再生されます。） 

一2チャンネルソースの場合は、さらに「入力信号の判別ち法を切り換 
える」で " PCM " にしてください。 

37 

正常に動作しない。 

- HDMI の入力端子と出力端子を間違えて接続ずると、正常に動作しません。 
接続し直ずとさは、一度電源を切り、電源プラグを抜いてか5接続してください。 

] 日、]1、14 

ビエラリンク （ HDMI ) が 
働かな < なった。 

•「ビエラリンク （ HDMI ) を使わない設定にする」で "OAT に設定して 
いるか確認してください。 

" OFF " になっている場合は、 "OAT に変更してください。 

•省待機電カモードにしている場合、本機の電源「切 J 時には、ビエラ IJ ンク （ HDMI ) び働をません。 

陆機の電源「现時の;肖費電力を下げる階待機電カモード) J で" OAT 喊更してください。 
•接続した機器側のビエラ U ンク ( HDMI ) の設定を確認してください。 

- HDMI 機器の接続を変更したとを、停電やコンセントの抜を差しをしたとをなどにビエラ 
リンク ( HDMI ) び動作しなくなる場合びあ0ます。このとさは、な下の操作をしてください。 
一 HDMI ケーブルで接続したすべての機器の電源を入れた状態で、テレ 
ビ（ビエラ）の電源を入れ直す。 

-テレビ（ビエラ）の「ビエラリンク （ HDMI ) 制御 （ HDMI 機器制御)」 
の設定を「しない」に変更し、再度「する」に設定する。（詳しくは 
テレビ（ビエラ）の取扱説明書をご覧ください。） 

-テレビ（ビエラ）と本機を HDMI ケーフルで接続して、テレビ（ビエラ） 

の電源を入れ、そのまま本機の電源プラグを一度巧いてか日接続し直ず。 

38 

38 

HDMI 入力端子に複数の機器を 
接続している場合に自動で電源が 
r 入/切」してしまラ機器げある。 

•ビエラリンク ( HDMI ) 巧麻機器の場合、一部の連動操作び働をます。機 
能を働かせたくない場合は、接続した機器（レコーダー（ディーガ）など） 
側でビエラリンク （ HDMI ) 機能を働かせない設定にしてください。 



y モ3ン 

リモコンび働かない。 

-電池び消耗している場合は電池を交換してください。 

己 

他のオーディオ機器が動作ずる。 

•本機の U モコンモードを " REMOTE 2" に切り換えてください。 

40 


QSlA (よくあるご質問) 


Q 慣 問） 

A 個答） 

カラオケ用マイクを接続したい。 

本機ではカラオケ用マイクは使用でをません。 

測定マイク端テに接続しないでください。 

スレーレイディスク/ DV □プレーヤーにマイクを接続し 
てカラオケを楽しを5としたび、マイクの音び出ない。 

ブルーレイディスク / DVD プレーヤーと本機をデジタル接続している場合はマイクの音は 
出力されません。アナ□グ接続して、アナ□グ入力にしてください。（与18、37ページ） 

DTS の音声び出ない。 

音声は出るび DTS 表示び点なしない。 

プルーレイディスク / DVD レ〕ーダーまたはプルーレイディスク / DVD プレーヤーのデ 
ジタル音声出力の設定が、ビットスト U —ム出力であることを確かがて<ださい。 

デジタル接続で、 DVD オーディオを再生してち 
音び出ない。 

本機は CPPM に対応していますので、 HDMI ケーブルで接続すると 、 DVD 
オーディオの音声を楽しむことがでさます。 （^1 日、11、14ページ） 

長時間使用すると、本体び熱<なるび、大丈夫か。 

大丈夫です。ただし、本体後面の排気礼を物でふさぐなど、放熱を妨げ 
ることはしないでください。 

引っ越しするのだび、そのまま使えるか。 

ま曰本、西日本に関係な<使えます。 

お手入れ 

-このマ ー クがある場合は- 

ヨー□ッパ連合政外の国の廃棄処分に関する情報 


電源プラグをコンセントから抜さ、乾いた柔らかい巧で 
ふいて < ださい。 

• ミちれびひどいとさは、水にひたした巧をよく絞ってから巧れ 
をふさ取り、そのあと、乾いた巧でふいてください。 

• ベンジン、シンナー、アルコール、台所洗剤などの溶剤は、か装ケースび変 
質した0、塗装びはげるおそれびあ0ますので使用しないでください。 

• 化学ぞラさんをご使用の際は、そのま意書をに従ってください。 


ぶ 


このシンボルマークは EU 域内でのみ有効でず。 
製品を廃棄する場合には、最寄りの市町が窓口、 
または販売店で、正しい廃棄方法をお問い合わせ 
<ださい。 


故障かなに/ Q&A (よくあるご質問)/お手入れ 


ご参考 































まを上のごま意 (化ずお守りくだをし、) 


人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 

■ 誤った使い方をしたときに生じるを害や損害の程度を区 ■ お奇〇いただく内容を次の回記号で説明しています。 
分して、説明しています。 （巧は回記号の例です。） 


A ascA 「死 t や重傷を負ラおそれびある 

llS 胃 ca 内容」でず。 


してはいけない内容でず。 

へ 「傷害を負ラことや、財産の損害 

/1\ 3胃び発生ずるおそれびある内容」 
しす 0 


か実行しなければな5ない内容でず。 


A 警告 


電源コード•プラグを破損 
するよラなことはしない 
(傷つけたり、加工したり、熱器 
具に近づけたり、無理に巧げたり、 
ねじったり、引っ張ったり、重い 
物を載せたり、束ねたりしない） 

傷んだまま使用ずる 
( X ) と、乂災’感電’ショ_ 
vjy 卜の原因になりまず。 

• コードやプラグの修理は、販売 
店にご相談ください。 


電源プラグは根元まで確実 
に差し込む 

〇 

差し込みび不完全でずと、感電や 
発熱による火災の原因になりま 
ず。 

• 傷んだプラグ-ゆるんだコンセ 
ントは、使わないでください。 


電源プラグのほこり等は 
定期的にとる 



プラグにほこり等びたまると、湿 
気等で絶縁不良となり、火災の原 
因になりまず。 

• 電源プラグを抜さ、乾いた巧で 
ふいて < ださい。 


雷び鳴った5、本機や電源 
プラグ、アンテナ線に触れ 
ない 





接触禁止 

感電の原因にな0まず。 





コンセントや配線器具の定 
格を超える使いかたや、交 
流100 V 1 U がでの使用は 
しない 

〇書 

たこ足配線等で、定格を超える 
と、発熱による火災の原因にな0 
ます。 


めれた手で、電源プラグの 
巧き差しはしない 



めれ手禁止 


感電の原因にな0ま 
ず。 


ノ 


內部に金属物を入れたり、^ 


r 異常があったときは、電源 

水などの液体をかけたりめ 


プラグを巧く 

らしたりしない 


♦内部に金属や水な 

ショートや発熱によ 
(\ ) 0、 火災.感電©原 
v_V 因になりまず。 

• 機器の上に水などの液体の 


一どの液体、異物び 
いたとき 
♦落下などでが装 
電源プラグ スか 破損した 

巧視^ ♦煙や異臭、異音び 

入った容器や金属物を置かな 


いで < ださい。 


出たとを 

• 特におモ様にはごを意くださ 


そのまま使ラと、火災•感電の原 

い。 


因になりまず 

V J 


• 販売店にご相談 < ださい。 

^_ J 


分解、改造をしない 

A 

/^01^内部には電圧の高い 

V 1M 部分びあ0、 

感電の 

願になりまず。 

• 内部の点検や修理は、 

販売店 

にご依頼 < ださい。 

V 

J 


本機のイラスト（姿図）は、イメージイラストであり、ご購入のちのとはお状びをみ異なる場合びありますび御了承ください。 
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A 警告 


電池は誤った使いかたをしない 

♦乾電池は充電しない 

♦加熱•分解したり、水などの液体や义の中 
fX 1へ入れたりしない 
V ♦©と©を針金などで接続しない 

♦金属製のネックレスやヘアピンなどといっ 
しよに保管しない 

取り扱いを誤ると、液をれ•発熱•発火•破裂などを起こし、火災や周囲ミち損の原因になりまず。 

• 電池には安全のために被覆をかぶせていまず。これをはびずとショートの原因になりまずので、絶対にはびさ 
ないでください。 


♦©と©を逆に入れない 
♦新-旧電池や違ラ種類の電池をいっしょに 
使わない 

参被覆のはびれた電池は使わない 
♦乾電池の代用として巧電式電池を使わない 


電池の液びちれたときは、素手で液をさわらず、な下の処置をする 

• 液び目に入ったときは、失明の恐れびありまず。目をこず 

〇 らずに、ずぐにされいな水で洗ったあと医師にご相談くだ 
さい。 

• 液び身体やを服に付いたとさは、皮膚の炎症やけびの原因 
になるので、されいな水で十分に洗い流したあと、医師に 
ご相談ください。 


使い切った電池は、ずぐに 
リモコンか5取り出す 

〇 そのまま機器の中に 
放置ずると、電池の 
液ちれや、発熱•破 
裂の原因にな0まず。 


A 注意 


異常に温度が高くなるとこ 
ろに置かない 



外装ケースや内部部品び劣化するほか、 
火災の原因になることびあります。 

• 直射日光の当たるところ、ストーブ 
の近くでは特にごを意ください。 

不ま定な場所に置かない 

• 高い場所、水平 L ソ 
/ V 、 がの場所、振動や 

V Xy 衝撃の起こる場所 

に置かない 

倒れたり落下すると、けびや製品の 
故障の原因になることびあります。 


放熱を巧げない 


0 



内部に熱びこをると、外装ケース 
び変形した0、火災の原因になる 
ことびありまず。 

• 後面の排気孔をふさびないで 
<ださい。 


長期間使わないときは、リ 
モコンか5電池を取り出ず 


油煙や湯気の当たるとこ 
ろ、湿気やほこりのをいと 
ころに置かない 


0 


電気び油や水分、ほ 
こ0を伝わ0、火災- 
感電の原因になるこ 
とびありまず。 
たばこの煙などを製 
品の故障の原因|しな 
ることびありまず。 


〇 


液をれ•発熱•発火 
破裂などを起こし、 
火災や周囲ち損の原 
因になることびあり 
よ9 〇 


へッドホン使用時は、音量 
を上げずぎない 


0 


ちを刺激ずるよラな 
大さな音量で長時間 
続けて聴< と、聴力 
に悪い影響を与える 
ことびありまず。 


コードを接続した状態で移動しない 

Q 接続した状態で移動させよラとずると、 
コードび傷つさ、火災•感電の原因にな 
ることびありまず。また、引つかかって、 
けびの原因になることびありまず。 


本機の上に重いちのを載せたり、乗ったりしない 


屋外アンテナの設置-工事は自分でしない 


0 


強風でアンテナび倒れた場合に、けびや 
感電の原因になることびあ0まず。 

• 設置•工事は販売店にごホ目談< ださい。 


0 


倒れたり落下ずると、けびや製品の故障 
の原因になることびありまず。また、重 
量で外装ケースび変形し、内部部品び破 
損ずると、火災•故障の原因になること 
びありまず。 


長期間使わないときや、お手入れのときは、 
電源プラグを巧く 


运 


通電状態で放置、保管すると、絶縁劣化、 
_ ろラ電などにより、火災の原因になること 
電源プラグび あ0ます。 

を抜く 


まを上の 
ごを意 


ち全上のごを意(必ずお守りください) 


ご参考 
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な証とアフタ—ヴ—ビス(ょくぉ読みくださし、) 

修埋.お取り扱い.お手入れ''''''''''''''''''''''^ 

^ などのご相談は… \\ 

V まず、お買い上げの販売店へ 

お申し付けください 


転居や贈答品などでお困りの場合は ••• 

♦修理は、サービス会社-販売会社の「修理ご相談窓口」へ！ 
♦使いかた-お買い物などのお問い合わせは、「お客様 
ご相談センター」へ！ 

■ 保証書側添付） 

お買い上げ曰-販売店名などの記入を必ず確かめ、お買 
い上げの販売店からお受け取0<ださい。よ<お読みの 
あと、保管してください。 


保証期間：お買い上げ曰か5本体1年間 


■ 捕修用性能部品の保有期間 18 年 I 

当社は、この AV コント□ールアンプの補修用性能部品 
を、製造巧ち切り後8年保有していまず。 

を）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持ずるた 
めに必要な部品でず。 

修理を依巧されるとを 

已〇〜已]ページの表に従ってご確認のあと、直らない 
とさは、まず電源プラグを抜いて、お買い上げの販売店 
へご連絡ください。 

♦保証期間中は 

保証書の規定に従って、出張修理をさせていたださまず。 

♦保証期間を過ざているときは 

修理ずれば使用でさる製品については、ご要望により修 
理させていたださまず。ち記修理料金の仕組みをご参照 
のラえ、ご相談ください。 


♦修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料' 部品代' 出張料などで構成されて 
いまず。 

pPO ま、診断 • 故障個所の修理および部品交換'調整' 
修理完了時の点検などの作業にかかる費用 
でず。 

間晶巧 は、修理に使用した部品および補助材料代でず。 
陣張料] は、製品のある場所へ技術ちをが遣ずる場合の 
費用でず。 


ご相談窓□における個人情報のお取 D 巧い 

ノてナソニック株式会社およびその関係会社は、お客様の個 
人情報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、その確認 
などのために利用し、その記録を残すことびあります。ま 
た、折り返し電話させていただくとさのため、ナンバー- 
ディスプレイを採巧しています。 なお、個人情報を適切に 
管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理由びある場 
合を除を、第兰者に提供しません。お問い合わせは、ご巧 
談された窓□にご連絡ください。 


ご連結いただきたい内容 

製品名 

AV コント□ールアンプ 

お買い上げ曰 

年月 曰 

品番 

SA - 目 X 已〇〇 

故障の状況 

でさるだけ具体的に 


r よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。 

http://panasonic.jp/support/ 


修理に関するご相談 

[ 使いかた-お買い物などのご相談 

パナソニック 修理ご相談窓 □ 

パナソニック お客様ご相談センター 

(isl^i4) SS. 0570 •087-087 

•呼出音の施こ NTT より通話料金の目安をお知らせします。 
•携帯電話- PHS ' IP / 光電話等、ナビダイヤルびご利用でき 
なし、場合は、最寄りの修理ご相説窓□に直接おかけください。 

• 最寄りの修理ご相談窓□は、次ページをご覧くださし、。 

3 曰巳曰/受付 9 時〜吕〇時 

電話撕ル函 0120 -878-365 

■携帯電話. PHS でのご利巧は… 06-6907-1187 

FAX な; ル 01 20-878-236 

Help desk for foreign residents in Japan 

Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 

Open: 9:00 -17:30 (closed on Saturdays/Sundays/national holidays) 


RQT9222 



































•地区-時間帯によって、集中修理ご相談窓□に転送させていただく場合びございます。 


北海道地区 

ネし幌 札幌巿厚別区厚別南 
吕 T 目 17-7 

巧 (011)894-1 251 

旭川 旧川巿 2 条适 1 曰 T 目 

11 己己 

巧の 166)22-3011 

帯広 帯広巿西 20 ま化 2 T 目 

巧 (0155)33-8477 

函館市西ち便 5 日日番地 241 
(函館流通卸センター巧） 

巧 (0138)48-6631 


東北地 


が田 


青森 青森巿大字お田字豊田 
3白4 

巧 (01 の 775-0326 

が田市外旧川字ル谷地 
3-1 

巧 (018)868-7008 

岩手盛岡市励 I 旧了目 1-43 

巧 (019)645-61 30 


首都 


栃木 宇都宮市上戸祭 3 T 目 
3-19 

巧 (028)6 朗 -2555 

君羊馬 前橋巿箱田の32已 -1 

S (027)254-2075 

茨城つく ば市筑穂 3 T 目1巳-3 

巧 (029)864-8756 

埼玉 楠肺ホお2了目 4-2 

巧 (048)728-8960 

千案千葉巿中央区末広日了目 

Q.R 

巧 (043 に 08-6034 


中部 


石川 


金ミ尺巿横り13 了目20 

巧 (07 か 280-6608 

實山冨山市根塚の 1 T 目 1-4 

_ 巧 (076)424-2549 

福井 福井巿問屋町 2 T 目14 

巧 (0776 に 1-0622 

長野 お本市寿化 7 T 目 3-1 1 

巧 (0263)86-9209 

詩岡静岡巿莫区千代田 7 T 目 
7-5 

0(054)287-9000 


宮城仙台巿宮城野区扇町 
7-4-18 

巧 (022)387-1 117 

山形 山あ巿平清水 1 T 目 1-7 巳 

_ 巧 (023)641-81 00 

福島 郡山巿亀田1了目已 1-1 已 

巧 (024)991 -9308 


東京東京都世田谷区宮お 
2 T 目 26-1 7 

凸 (03)5477-9780 

山梨 甲府巿宝 1 T 目 4- 13 

巧 (055 に 22-5822 

巧ま川 横お市港南区曰野己了目 
3-16 

巧 (045)847-9720 

新漏新漏市東区東明 ITS 
8-14 

巧 (025 に 86-01 80 


愛巧]名ち屋巿瑞穂区塩乂町 
8-10 

巧 (052)819-0225 

岐阜岐阜巿中霊4了目4吕 

巧 (058 に 78-6720 

局山 高山市花岡町 3 T 目82 

巧 (0577)33-061 3 

= M ま巿义居野が町字山巧 
421 

巧 (0 朗に 54-5520 


滋賀栗ま巿霊仙寺 1 T 目 1-4 目 

S (077)582-5021 

京者 B 京都市げ見区巧田中り I 原町 
71-4 

巧 (075)646-21 23 

大阪大阪市城ま区関目 2T 目 

1 5-5 

巧 (06)63 朗-6225 


奈良大和郡山巿筒井町 
80□番地 

巧 (0743)59-2770 

和歌山 和歌山巿中島4日日-1 

巧 (073)475-2984 

巧庫巧戸巿須磨区弥栄:台 
3 T 目1 3-4 

巧 (078)796-31 40 


鳥取 鳥取巿ま長 295-1 

巧 (0857 に 6-9695 

米モ 米子市米原 4 T 目 2-33 

巧 (0859)34-21 29 

ネ公江 お江市平成田182番 i 也 
14 

巧 (0852)23-1 128 

出雲 出雲巿ミ度橋町41曰 

巧 (0853)21-31 33 

_ uhH 

香り I 高お巿ま力使田: [1 已 2-2 

0(087)868-6388 

徳島徳島巿沖巧 2 T 目36 

巧 (088)624-0253 


巧田 お田巿下府巧3吕 7-93 

巧の 855 に 2-6629 

岡山 岡山市田中 138-1 10 

巧 (086 に 42-62136 

広島広島市西区南観音 1 T 目 
13-5 

巧 (082 に 95-5011 

山 □ 山□市ル郡下郷220 -1 

巧 (083)973-2720 


高知 高巧市仲田町 2- 16 

巧 (088)834-31 42 

愛媛愛媛県伊予郡面部巧八倉 
75-1 

巧 (089)905-7544 


福岡 言日市言日公園 3 T 目48 

巧 (092)593-9( X 36 

佐賀佐賀巿跑島の大字 
八戸字上深町3044 

巧 (0952 に 6-91 51 

長崎 長崎巿ま町191日-1 

巧 (095)830-1 658 

大分 大分市巧原 4 T 目 8-3 已 

S (097)556-381 5 

音崎宮崎市本郷化ち字草葉 
2099 -2 

巧 (0985)63-1 213 


貢旨本熊本市健軍本町 12-3 

巧 (096 巧 67-6067 

天草 天草巿港町 18-1 1 

巧 (096 か 22-31 25 

鹿巧島鹿ぉ島巿ち;欠郎 ITS 

ろ つ3 

巧 (099に 50-5657 

大島 を美市名顧朝仁町 1 1-2 

巧 (0997)53-51 01 


沖縄地 


沖縄浦添市城間 4 T 目 23-1 1 


巧 (098)877-1 207 


所在地、電話番号び変更になることびありますので、あ6かじめご了をください。 0608 
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《電話番号をよくお確かめの上、おかけください。 


パナソニック 


411^14) SS. 0570-087-087 


I 呼出音の前に NTT より通話料金の目安をお巧 b せします。 

I 携帯電話 ■ PHS ■ IP / 光電話等、ナビダイヤルびご利用でさない場合は、最寄 
りの修理ごホ匪炎窓□に直接おかけくださし、。 


保証とアフタ—ヴ—ビス(よくお読みください) 


ご参考 
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.18 

.24 

.14 〜 17 

... 17 

DTS - HD ... …46、48 
. . 30 


14〜19、 
.12、13、 


ぺージ 


■ 2 CH MIX . 

■ AAC .......... 

■ 目 S デジタルチューナー . 

■ CD プレーヤー 

g 続 . 

酷 . 

■ CS チューナー ... 

■ D 端テ.… ... 

■ DTS、DTS 9目/24、 DTS - ES 、 

■ HDAVI Control 

■ HDMI 

接続 . 

日又店 . 

■ LPCM ................. 

■ NE 0:6................ 

■ PCM ................... 

■ PCM FIX . 

■ RESET ............... 

■ S 映像端テ... ...... 

■ SFC . 


ぺージ 


ぺージ 
21、2己、吕7 
ぺージ 


■ バイアンプ . 

■ バイワイヤー ... 

■ ビエラリンク （ HDMI )............................ 

■ ビデオデッキ 

mm ... 

H 生... .. . 

■ ビデオデッキー体型 DVD レコーダー 

g 続..… ... 

酷... ............................................ ……… 

■ フィルターの設定………...… .. 

■ ブルーレイディスク / DVD プレーヤー 

觀 ...... 

酷... ..... . 

U モコンで操作.………..……… . 

■ ブルーレイディスク / DVD レコーダー 

接続 . 1日、11、 

酷 . 

U モコンで操作 .. 

■ へッドホン ..... 


ま行 


■ 7ルチルーム 


S 巧 


■ アッテネーター 
■ アナ□グ 8 CH 

接続 . 

再生 . 

■ アンテナの接続, 
■音量バランス..., 


か巧 


■ 距離の設定 . 

■ 高域の調整 . 

■ コンポーネント映像端子 


さ巧 


■ サウンドメニュー操作 

■ サラウンド効果 . 

■ 自動 スピーカー 設定.... 

■消音 . 

■ 情報を表示 . 

■ 初期設定操作 . 

■ スピーカー 

接続 . 

ミ八中 

欧化 . 

音声出力確認 . 

音量調整 . 

■ スピーカー B 

接続 . 

再生 . 

■ 測定マイク . 


ぺージ 



■ 低域の調整 
■ デイマー…' 


■ デジタル信号 . 

■ デジタル端テ（同軸） . 

■ デジタル端子（光） . 

■ デジタルトランスミッター 

■ テスト信号 . 

■ テレビ 

接続 . 

再生 . 

U モコンで操作 . 


を < いん 


英数字 


ワイヤレス スピーカー . 21、25、37、4 目 

ワンタッチ再生.… ........... .....31 


愛情点巧 

長年ご使用の A V コント□-ルアンプの点検を！ 

口 

こんな症状は 

ありませんか 

• 煙び出たり、異苗なにおいや音びする 
• 音び出ないことびある 
• 正常に動作しないことびある 
• 商品に破損した部分びある 
• その他の異萬や故障びある 

► 

このよラなを状の時は使用を 
中止し、故障や事故の防止の 
ために、必ず販売店に点検を 
ご相談ください。 



便を j メモ（おぼえのため、記入されると便利です） 


販売店名 

電話 （ 

) 

— 

品番 

SA - 巨 X 已〇〇 

お客様 
ご柏談窓 □ 

電話 （ 

) 

— 

お買い上げ日 

年月日 


パナソニック株式会社 

AVC ネットワークス社ネットワーク事業グループ 

之已71-8504が叩門說ぉ创了1番1已号 AQT 9 織1心8 

© Panasomc Corporation 2008 


■ ドルビーデジタル、ドルビーデジタルサラウンド EX 、 

ド ルビーデジタル +、 ド ルビー TrueHD . 4目、48 

■ ドルビープ□□ジック n / 

ド J レビープ□□ジ'ツク nx ....... ...… ........ 26〜28、46、48 
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